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第４次亘理町総合発展計画 後期基本計画の説明会を開催

ご意見をお聞かせください
まちづくりに関する企画提案を募集します

平成21年度決算
町の財政状況をみてください



トピックスt o p i c s

し
ま
す
。 

︻
産
業
観
光
課
︼

︻
亘
理
地
区
の
要
望
事
項
︼

葬
祭
場
入
口
へ
の
信
号
機
設

置
に
つ
い
て 

（
継
続
要
望
）

国
道
六
号
葬
祭
場
入
口
の
交
差

点
に
つ
い
て
、信
号
機
を
設
置
す
る

な
ど
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

（
町
の
回
答
）

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、国
土
交
通

省
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、二
十

二
年
度
に
お
い
て
右
折
レ
ー
ン
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
交
差
点
は
油
田
地
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 24 ⃝ 平成22年度　上半期財政状況報告

 31 ⃝ おしらせひろば
   　暮らし・募集・催しなどのお知らせ

今月の表紙
わたり鳥の海マラソン大
会親子ペアの部で優勝を
競り合う親子。
沿道からは「がんばれー」
と大きな声援が送られて
いました。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
や

意
見
を
町
政
に
活
か
す
目
的
で
、

「
町
政
懇
談
会
」
が
十
月
二
十
一

日
に
働
く
婦
人
の
家（
逢
隈
地
区
）

と
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
吉

田
地
区
）、
二
十
二
日
に
荒
浜
地

区
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）
と
亘

理
地
区
（
悠
里
館
）
で
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
各
行
政
区
の
代

表
で
あ
り
、
ま
た
み
な
さ
ん
の
身

近
な
町
政
の
相
談
役
で
あ
る
行
政

区
長
（
副
区
長
）
が
、
み
な
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
の
実
現
を
町
に
求
め
ま
し
た
。

町
全
体
の
要
望
件
数
は
、
新
規

九
十
三
件
を
含
む
四
百
八
十
件

で
、
道
路
・
水
路
等
の
整
備
が
最

も
多
く
、
次
い
で
交
通
安
全
対
策

と
し
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標
識
の

設
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
緊
急
度
が
高
く
す
ぐ

に
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
即
対

処
し
、
そ
の
他
の
要
望
は
計
画
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
な
ど
が
管
理
し

て
い
る
道
路
等
に
つ
い
て
は
、
一

刻
も
早
く
整
備
さ
れ
る
よ
う
機
会

あ
る
ご
と
に
強
く
要
望
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
主

な
事
項
を
町
の
回
答
と
併
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
が
、
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
場
合
は
総
務
課
総

務
班
（
☎
三
四
︱
一
一
一
一
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

掲
載
す
る
内
容
は
地
区
要
望
事

項
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

︻
逢
隈
地
区
の
要
望
事
項
︼

早
川
阿
武
隈
橋
線
（
旧
国
道
）

の
大
型
車
通
行
規
制
に
つ
い
て

（
新
規
要
望
）

旧
国
道
は
、
学
校
へ
の
通
学
路

と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
学
時
間
帯

の
大
型
車
両
の
通
行
は
大
変
危
険

で
す
の
で
、
通
行
規
制
を
要
望
し

ま
す
。

（
町
の
回
答
）

通
行
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
宮

城
県
公
安
委
員
会
の
所
管
と
な
り

ま
す
の
で
、
亘
理
警
察
署
を
通
じ

て
要
望
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
子
ど

も
の
安
全
が
第
一
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
地
域
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
交
通
事
故
防
止
に
努
め

て
い
き
ま
す
。 

︻
総
務
課
︼

︻
吉
田
地
区
の
要
望
事
項
︼

吉
田
中
学
校
通
学
路
の
拡
幅

に
つ
い
て 

（
継
続
要
望
）

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
板
橋
一

本
松
線
の
拡
幅
を
要
望
し
ま
す
。

（
町
の
回
答
）

五
十
刈
線
と
併
せ
て
、
一
体
的

に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
無
線
の
改
善
に
つ
い
て

（
継
続
要
望
）

防
災
無
線
の
放
送
が
聞
こ
え
づ

ら
い
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
改
善

を
要
望
し
ま
す
。

（
町
の
回
答
）

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
、来
年
度
か
ら
機
器
の
更
新
を

行
い
ま
す
。こ
れ
に
併
せ
て
ス
ピ
ー

カ
ー
の
増
設
、方
向
の
調
整
を
行
い

難
聴
地
域
解
消
に
努
め
ま
す
。

 

︻
総
務
課
︼

︻
荒
浜
地
区
の
要
望
事
項
︼

御
狩
屋
藤
平
橋
国
有
林
の
整

備
に
つ
い
て

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
と

荒
浜
駐
在
所
の
中
間
に
あ
る
国
有

林
に
つ
い
て
、
交
差
点
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止
、
防
犯
、
不
法
投

棄
防
止
の
観
点
か
ら
定
期
的
に
整

備
し
、適
正
に
管
理
し
て
ほ
し
い
。

（
町
の
回
答
）

こ
の
国
有
林
に
つ
い
て
は
、長

年
、周
辺
の
行
政
区
か
ら
適
正
管

理
の
要
望
が
あ
り
、町
で
は
国（
東

北
森
林
管
理
局
仙
台
森
林
管
理

署
）に
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

昨
夏
、国
に
お
い
て
除
伐
や
下

草
刈
を
実
施
し
ま
し
た
が
、全
体

的
な
適
正
管
理
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
の
で
、今
後
も
引
き

続
き
、国
に
適
正
な
管
理
を
要
望

内
で
工
事
を
進
め
て
い
る
南
町
鹿

島
線
の
終
点
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
で
は
台
田
線
ほ
か
二
路
線

の
取
り
付
け
工
事
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

信
号
機
に
つ
い
て
も
、
早
急
に

設
置
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
関
係

機
関
へ
要
望
し
ま
す
。

 

︻
都
市
建
設
課
︼

各
行
政
区
か
ら
四
八
〇
件
の
要
望

四
地
区
で
町
政
懇
談
会
開
催

町
民
の
要
望
を

町
政
へ
反
映

早川阿武隈橋線（逢隈小学校前）

適正管理が望まれる荒浜の国有林

右折レーンが設置される国道６号
（葬祭場入口）

吉田中学校の東側から南に延びる
板橋一本松線

メール配信サービスをご利用ください
防災情報や防災無線の放送内容を携帯電話やパソコンへ

電子メールで配信しています。防災無線が聞こえづらい地
域の方はぜひご登録ください。

登録は亘理町公式ホームページまたは、携帯電話専用サ
イトをご覧ください。

ホームページ
　　http://www.town.watari.miyagi.jp
携帯電話専用サイト（QRコード）
　　http://www.town.watari.miyagi.
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地方自治法では「市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその地域における総合的か
つ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して行うようにしなければならない。」（第２条第
４項）とされています。

亘理町の総合発展計画は、基本構想・基本計画・実施計画で構成し、10ヵ年の長期的な計画です。この計画は、
行政運営を進めるうえで基本となる総合的な計画であり、まちづくりに関する施策は全てこの総合発展計画に基
づき行われています。

平成18年４月からスタートした第４次亘理町総合発展計画の前期５年が経過することから、これまでの達成度
などを踏まえ、後期５年分のまちづくりの基本的な考えを策定するものです。

第４次亘理町総合発展計画 後期基本計画の説明会を開催

みなさんのご意見をお聞かせください
現在、平成23年４月からの町政運営の指針となる第４次亘理町総合発展計画後期基本計

画の策定を進めており、策定に向けたこれまでの取り組み状況と今後の進め方についてお
知らせします。

なお、町民の皆様からのご意見をいただくため、各地区での説明会などを開催します。

○ 総合発展計画とは…

《 将来像 》 《 基本施策 》 《 施策項目 》
１．まちづくり基本条例の活用
２．地域協働のまちづくり体制の確立
３．地域活動・コミュニティ活動の充実
４．ボランティア活動・ＮＰＯ活動の充実
５．人権尊重・男女共同参画社会の推進

⎧
｜
⎨
｜
⎩
⎧
｜
｜
｜
｜
⎨
｜
｜
｜
｜
⎩

⎧
｜
⎨
｜
⎩

⎧
｜
｜
⎨
｜
｜
⎩

⎧
｜
｜
⎨
｜
｜
⎩

１．防災対策、消防・救急対策の充実
２．交通安全・防犯・消費者対策の充実
３．環境保全、景観形成、公園・緑地の整備
４．上・下水道の整備
５．公衆衛生とリサイクル対策の充実
６．調和のとれた土地利用の推進
７．市街地・公共ゾーンの整備
８．道路・交通網の整備
９．情報・通信基盤の整備
10．住宅対策の充実

１．地域福祉の推進
２．保健・医療活動の充実
３．児童福祉・子育て支援対策の充実
４．高齢者福祉の充実
５．障害者福祉の充実
６．社会保障等の充実

１．生涯学習体制の充実と活動の推進
２．学校教育の充実
３．芸術文化活動の充実
４．生涯スポーツの振興
５．文化財の保護・伝承及び活用
６．国際交流・地域間交流活動の推進

１．農林水産業の振興
２．工業の振興
３．商業の振興
４．観光の振興
５．雇用対策と勤労者福祉の充実

町民と築く
「地域協働のまちづくり」

安全で利便性の高い
「快適環境のまちづくり」

安心して生涯を託せる
「保健福祉のまちづくり」

こころ豊かにふれあう
「教育・文化と交流のまちづくり」

活力あふれる
「産業拠点のまちづくり」

伊
達
な 

わ
た
り 

み
ん
な
で
築
く 

わ
た
し
の 

わ
た
り

思
い
や
り
の
心
で
力
を
合
わ
せ
　安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か
な
ま
ち
　亘
理

○ これまでの取り組み

○ これからの取り組み

●町民意向調査（アンケート）の実施しました
基礎資料のひとつとして平成21年10月に実施し

ました。調査の対象は町内の20歳以上の男女とし、
2,000人に調査票を送付し、1,086名の方から回答を
いただきました。

○回収率　54.3％
※結果については広報７月号に掲載しています。

●町内各種団体等とのまちづくり
　 出前講座（意見交換会）を開催しました

各種団体等が主催する会合等にお伺いし、まち
づくりに関する意見交換を実施しました。

○25団体　500人
○平成21年11月～平成22年７月

●地区説明会を開催します
審議会より答申された素案の内容な

どについて、各地区において説明会を
開催します。

ぜひ、ご参加ください。

○亘理地区（会場：中央公民館）
　12月８日（水）　19：00～
○逢隈地区（会場：働く婦人の家）
　12月９日（木）　19：00～
○吉田地区（会場：農村環境改善センター）
　12月10日（金）　19：00～
○荒浜地区（会場：勤労青少年ホーム）
　12月14日（火）　19：00～

●素案に対するご意見を公募します　
－ パブリックコメントの実施 －

審議会において策定された素案に対し、より多くの町民の
みなさんからのご意見を計画に反映するため、パブリックコ
メントを募集します。

募集期間　12月１日（水）～平成23年１月７日（金）
募集対象　町内在住の方、町内に通勤・通学している方、
　　　　　町内で活動する法人・その他の団体の方
閲覧場所　 本庁舎２階 企画財政課、各支所、ホームページ

で資料を閲覧することができます。
　　　　　※窓口での閲覧は、平日の8：30～17：15となります。
提出方法　所定の様式により企画財政課あて提出してください。
　　　　　※電話での受付はしません。
●電子メール：info@town.watari.miyagi.jp
●ファックス：0223－34－7341

●亘理町総合発展計画審議会および
　 各分野における専門部会を開催しました

総合発展計画の策定に関し必要な調査および審
議を行うため、６回の審議会を開催しました。

○委員数　55名

また、策定に関しより専門的な審議を行うため、
４つの部会を設置して各分野における素案の審
議・検討を行いました。

○総務部会　５回
総務、企画、財政、税務、環境、町民生活の分野

○産業建設部会　４回
農・水・商工業、観光、道路、都市計画、上下水道、
施設管理の分野

○保健福祉部会　４回
保健、福祉、介護、子育て支援の分野

○教育部会　５回
教育、生涯学習、文化、スポーツの分野

お問い合わせ先　企画財政課 企画班　☎34－0505

○ 将来像を実現するための基本施策の方向　－ 施策全体の体系図 －

4広報わたり　2010.125 広報わたり　2010.12



亘
理
町
の
平
成
二
十
一
年
度
決

算
が
、九
月
に
開
催
さ
れ
た
亘
理

町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。一

般
会
計
と
十
の
特
別
会
計
お

よ
び
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
収
入

の
総
額
は
、前
年
度
比
一
四・
八
㌫

増
の
二
一
一
億
二
、三
四
一
万
二
千

円
、支
出
の
総
額
は
一
二・
四
㌫
増

の
二
〇
四
億
九
七
三
万
二
千
円
で

し
た
。決
算
は
、町
民
の
み
な
さ
ん

が
納
め
た
税
金
や
国・
県
支
出
金

な
ど
が
ど
れ
く
ら
い
町
に
入
り
、

ま
た
、そ
の
入
っ
た
お
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。今
回
は
平
成
二
十
一

年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
一
般
会

計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
平
成

二
十
年
度
と
比
較
し
て
一
五
・
三

㌫
増
の
一
〇
二
億
六
八
三
万
八
千

円
、歳
出
総
額
に
つ
い
て
も
一
六
・

二
㌫
増
の
九
八
億
二
、〇
六
二
万

六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。歳
入
か

ら
歳
出
を
引
い
た
差
引
残
額
（
形

式
収
支
）は
三
億
八
、六
二
一
万
二

千
円
と
な
り
、こ
の
う
ち
、一
部
事

業
の
繰
越
に
よ
り
、二
十
二
年
度

に
繰
越
す
べ
き
財
源
（
繰
越
明
許

費
）が
二
、八
七
七
万
五
千
円
あ
る

こ
と
か
ら
、実
質
的
な
残
額（
実
質

収
支
）は
三
億
五
、七
四
三
万
七
千

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
は

　
　
七・〇
㌫
減
の
四
四・二
㌫

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
町
税
で

収
入
全
体
の
三
四
・
九
㌫
を
占
め
、

次
い
で
地
方
交
付
税
が
二
四
・
九

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
単
独
で
調
達
で
き
る
町
税
、

使
用
料
、繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源

と
地
方
交
付
税
、国・県
支
出
金
、町

債
な
ど
の
依
存
財
源
の
割
合
は
、自

主
財
源
が
景
気
低
迷
に
よ
る
町
税

収
入
の
減
少
な
ど
か
ら
七・〇
㌫
減

の
四
五
億
一
、一
八
二
万
八
千
円（
四

四・二
㌫
）と
な
る
一
方
、依
存
財
源

に
つ
い
て
は
地
方
交
付
税
の
増
、ま

た
、国
の
景
気・
経
済
対
策
で
あ
る

定
額
給
付
金
事
業
や
地
域
活
性
化

交
付
金
事
業
に
伴
う
国
庫
支
出
金

の
増
な
ど
に
よ
り
全
体
で
七・〇
㌫

増
の
五
六
億
九
、五
〇
一
万
円（
五

五・八
㌫
）と
な
り
ま
し
た
。

歳
出（
支
出
）の

　
　
ト
ッ
プ
は
民
生
費

歳
出
で
は
、民
生
費
が
平
成
二

十
年
度
に
引
き
続
き
歳
出
の
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。少
子
高
齢

化
対
策
や
各
種
社
会
保
障
関
係
経

費
な
ど
に
要
す
る
支
出
か
ら
、全

体
の
二
七
・
〇
㌫
を
占
め
、次
い
で

総
務
費
、土
木
費
、教
育
費
、公
債

費
、衛
生
費
な
ど
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
決
算

町
の
財
政
状
況
を
み
て
く
だ
さ
い

町
民
一
人
あ
た
り
の支出

金

※ 

歳
出
決
算
額
を
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

現
在
の
人
口
（
三
五
、六
四
八
人
）
で
除
し
た

金
額
で
す
。

地方交付税 国が徴収した税金の中から、各地方自治体の財政力など一定の基準により交付されるお金です。
町　　　債 臨時的に多額の資金を要する事業で、その事業効果が将来にまで及ぶ場合に後年度の住民にもその経費を負担していただくため、国

や金融機関から借り入れるお金です。
性質別分類 地方公共団体の経費をその経済的性質を基準として分類したもので、歳出総額に占める義務的経費の割合が低く、建設事業費のよう

な投資的経費の割合が高いほど行政構造は弾力性があり、健全な財政であるといえます。
義務的経費 人件費、扶助費、公債費など、その支出が義務付けられ、任意に削減ができない経費のことです。
人　件　費 町議会議員や各種委員会委員、職員に対して支払われる報酬や給料等です。
扶　助　費 児童福祉法、老人福祉法などに基いて支出される扶助的経費です。
公　債　費 町が借入した地方債（借金）の毎年度返済する元利償還金等をいいます。
補　助　費 亘理行政事務組合や亘名共立衛生処理組合などの一部事務組合に対する負担金や、各種団体に対する補助金などです。
普通建設事業費 道路、橋りょう、学校、庁舎等公共用または公用施設の新増設などの建設事業に要する経費です。

労働費

823円

災害復旧費

52円

商工費

9,990円

議会費

3,398円

衛生費

21,045円

消防費

13,827円

総務費

50,021円

農林水産業費

11,525円

土木費

33,945円

公債費

25,941円

民生費

74,336円

教育費

30,587円

用語解説

歳出（性質別）の状況
一般会計の歳出決算額を性質別に見てみると、そ

れぞれの構成割合は義務的経費が38.0％、その他の
経費が48.9％、投資的経費が13.1％となりました。前
年度と比較すると、義務的経費については、その内
訳において医療費等の増加などから扶助費が増加
しているものの、人件費、公債費が減となったため全
体で6,112万2千円の減、その他の経費については緊
急雇用創出事業に伴う物件費の増や定額給付金事
業に伴う補助費等の増および繰出金等の増により
全体で8億11万4千円の増となりました。また、投資的
経費については中央児童センター建設事業のほか、
地域活性化交付金事業の実施に伴い6億2,877万2千
円の増となりました。

景気・経済対策等国の施策により普通建設事業費
や補助費等といった経費が大きく増加しているもの
の、人件費等の義務的経費については行財政改革の
効果により減少傾向にあることがわかります。

○一般会計性質別分類内訳 （単位：千円 ％）
平成21年度 構成比 平成20年度 増減額 増減率

義務的経費 3,736,319 38.0 3,797,441 △ 61,122 △ 1.6
人件費 1,991,711 20.3 2,052,707 △ 60,996 △ 3.0
扶助費 819,880 8.3 807,734 12,146 1.5
公債費 924,728 9.4 937,000 △ 12,272 △ 1.3
その他の経費 4,793,314 48.9 3,993,200 800,114 20.0
物件費 1,430,117 14.6 1,332,799 97,318 7.3
補助費等 1,704,485 17.4 1,196,659 507,826 42.4
操出金等 1,658,712 16.9 1,463,742 194,970 13.3
投資的経費 1,290,993 13.1 662,221 628,772 94.9
普通建設事業費 1,289,134 13.1 656,336 632,798 96.4
災害復旧費 1,859 0.0 5,885 △ 4,026 △ 68.4
合　　　　計 9,820,626 100.0 8,452,862 1,367,764 16.2

※△はマイナスを表します。

町税
35億6,313万円
（34.9％）

地方交付税
25億3,713万3千円
（24.9％）

国庫支出金
12億5,710万8千円
（12.3％）

諸収入
 3億4,840万5千円（3.4％）
繰入金
 2億448万7千円（2.0％）
繰越金
 1億3,539万7千円（1.3％）

自主財源
45億1,182万8千円（44.2％）

県支出金
 5億9,391万5千円（5.8％）
地方消費税交付金
 2億8,874万円（2.8％）
地方譲与税
 1億7,642万1千円（1.7％）

町債
 7億1,500万円（7.0％）

使用料及び手数料 1億2,132万1千円（1.2％）
分担金及び負担金 1億1,958万4千円（1.2％）
財産収入 1,355万4千円（0.1％）
寄附金 595万円（0.1％）

地方特例交付金 5,508万円（0.6％）
自動車取得税交付金 5,095万円（0.5％）
利子割交付金 1,188万9千円（0.1％）
交通安全対策特別交付金 439万2千円（0.1％）
配当割交付金 311万1千円（0.0％）
株式譲渡所得割交付金 127万1千円（0.0％）

依存財源
56億9,501万円（55.8％）

町税の内訳
固定資産税 15億8,198万3千円
町民税 14億7,557万3千円
都市計画税 2億2,298万1千円
町たばこ税 1億8,627万3千円
軽自動車税 6,878万4千円
入湯税 2,753万6千円

民生費
26億4,991万4千円
（27.0％）

総務費
17億8,314万8千円
（18.2％）

教育費
10億9,037万円
（11.1％）

農林水産業費
4億1,082万7千円
（4.2％）

衛生費
7億5,020万9千円
（7.6％）

公債費
9億2,472万8千円
（9.4％）

土木費
12億1,007万8千円

（12.3％）

商工費 3億5,610万6千円（3.6％）
議会費 1億2,112万6千円（1.3％）
労働費 2,935万4千円（0.3％）
災害復旧費 185万9千円（0.0％）

消防費
4億9,290万7千円
（5.0％）

歳出決算額
98億2,062万6千円

人件費
19億9,171万1千円
（20.3%）

人件費
19億9,171万1千円
（20.3%）

補助費等
17億448万5千円
（17.4%）

補助費等
17億448万5千円
（17.4%）

普通建設事業費
12億8,913万4千円
（13.1%）

普通建設事業費
12億8,913万4千円
（13.1%）

災害復旧費
185万9千円（0.0%）

操出金等
16億5,871万2千円

（16.9%）

操出金等
16億5,871万2千円

（16.9%）

公債費
9億2,472万8千円
（9.4%）

公債費
9億2,472万8千円
（9.4%）

扶助費
8億1,988万円
（8.3%）

扶助費
8億1,988万円
（8.3%）

物件費
14億3,011万7千円
（14.6%）

物件費
14億3,011万7千円
（14.6%）

義務的経費

その他の経費

投資的経費

一般会計歳入

性質別歳出決算内訳

一般会計歳出

歳入決算額
102億683万8千円

歳出決算額
98億2,062万6千円
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○一般会計・特別会計・企業会計決算収支一覧表

○地方債年度末現在高

○平成21年度の主な事業
総務費 「広報わたり」発行など広報広聴事業 758万2千円

男女共同参画社会推進事業 43万2千円
交通安全推進事業（交通安全指導員活動事業ほか） 1,054万7千円
人権相談・行政相談・消費生活相談等事業 380万6千円
防犯対策事業（防犯灯設置、修繕、維持管理ほか） 1,381万1千円
町民乗合自動車運行事業（さざんか号
運行事業、乗合自動車購入事業） 6,159万9千円
定額給付金事業 5億5,001万8千円

民生費 国民健康保険特別会計への繰出 1億7,404万5千円
後期高齢者医療特別会計への繰出 6,887万9千円
後期高齢者医療広域連合負担金 2億5,437万円
介護保険・介護認定審査会特別会計への繰出 2億6,833万7千円
老人保健特別会計への繰出 8万5千円
老人福祉事業（老人保護措置費、介護予防費ほか） 3,400万2千円
介護予防拠点施設（わたり温泉健康セ
ンター）等管理運営事業 2,534万5千円
障害者（児）福祉事業 3億965万8千円
児童館・保育所管理運営等事業 3億1,859万7千円
中央児童センター等建設事業 2億9,498万4千円
児童手当支給事業 2億7,381万5千円
各種医療費（乳幼児・重度心身障害者・
母子父子医療費）助成事業 1億1,677万3千円

衛生費 亘理地区行政事務組合分担金（葬祭費） 1,437万4千円
各種がん検診ほか健康増進事業 5,391万1千円
予防事業（予防接種、妊婦健診・乳幼児健診ほか） 7,606万5千円
休日当番医・休日歯科診療・病院群輪番
制病院等運営事業 1,352万2千円
思いやりの心で育てる花と緑のまちづくり事業 224万8千円
地球温暖化対策事業（太陽光発電設置補助金、
クリーンエネルギー自動車普及促進補助金等） 6,933万9千円
合併処理浄化槽設置整備補助金 1,809万円
亘名共立衛生処理組合分担金（ごみ処理） 2億8,287万4千円
亘名共立衛生処理組合分担金（し尿処理） 8,161万3千円

農林水産業費 用排水路整備事業 250万円
経営体育成基盤整備事業（逢隈西部圃場整備事業） 1,690万5千円
柴鳥地区県営かんがい排水事業 2,625万円

亘理北部地区農村総合整備事業 3,232万円
食糧需給総合対策事業 2,094万5千円
農地・水・農村環境保全向上活動支援事業 1,358万1千円
農山漁村活性化プロジェクト支援交付
金事業（吉田中部地区圃場整備事業） 724万円
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
事業（田沢地区農業用排水路整備事業） 4,085万2千円
豊かなふる里保全整備事業（さく井改修事業） 1,545万8千円
水産業振興事業 479万9千円
漁港修築事業（漁港修築、フィッシャリーナ管理ほか） 1,903万1千円

商工費 商工振興事業（中小企業振興、商工会運営費補助ほか） 9,278万円
観光振興事業（観光協会補助、地域活性
化イベント事業ほか） 5,878万7千円
企業誘致対策事業 1億4,099万7千円

土木費 道路新設改良事業（道路維持、改良、舗
装、側溝新設、交通安全施設ほか） 2億9,073万9千円
河川整備事業 2,479万9千円
公共下水道事業特別会計への繰出 5億9,800万円
街路事業（都市計画道路南町鹿島線、駅前大通線ほか） 6,907万6千円
公園管理事業（鳥の海陸上競技場整備、逢隈公園用地購入ほか） 7,825万2千円

消防費 亘理地区行政事務組合分担金（消防費） 4億389万9千円
非常備消防事業（消防団活動費ほか） 5,633万3千円
消防施設整備事業（防火水槽新設ほか） 634万4千円
防災対策事業（防災行政無線、耐震関係補助ほか） 1,886万7千円

教育費 小中学校管理運営事業 3億392万3千円
私立幼稚園就園奨励補助事業 3,264万円
学校給食センター管理運営事業 2億3,216万6千円
少年・青年・成人・家庭教育事業 106万7千円
町史編纂事業 284万7千円
文化財保護事業 1,129万8千円
図書館･資料館管理運営事業 6,746万6千円
公民館・体育館管理運営事業 5,359万6千円
保健体育事業費（鳥の海マラソンほかスポーツ振興事業） 1,129万1千円
海洋センター管理運営事業 1,722万2千円

災害復旧費 災害復旧事業（農林・林業施設災害復旧事業） 185万9千円

○基金の状況

○町有財産の状況

平成21年度 決算
町の財政状況をみてください

町民のみなさんが日ごろ考えている〝まちづくりに関するアイデア〟や〝自らが企画し実施し
たいまちづくり事業〟を募集します。これらの制度は、これまで以上にまちづくりに参加しやすい

環境を整備するとともに、参加機会を拡充し、また、団体等の育成・支援を行うものです。
ご応募いただいた企画提案・事業は、審査を行い、採択された場合には、平成23年度の予算・事業等に反映さ

れます。

　　　　　企画やアイデアを提案したい方 　 亘理町まちづくり企画提案事業

制 度 概 要
個性的で魅力ある地域社会を実現するため、まちづくりに関する具体的かつ建設的な提案を募
る制度です。採択された提案は、町が取り組むこととなります。

募 集 内 容
● 町が新たに取り組むべき事業　● 事業や事務処理方法の改善
● 経費の節減　● その他、まちづくりに関する企画提案

応 募 資 格
● 町内に在住、在勤、在学する個人
● 町内に事業所等を有する個人または法人　● 町出身者

提 案 の 方 法
亘理町まちづくり企画提案書（様式第１号）に目的や効果、提案の内容等を記載し、企画財政
課に提出してください。

　　　　　自分たちで企画した事業を実施したい方 
　 亘理町まちづくり団体支援事業補助金

制 度 概 要
町内を活動範囲とする団体等が、自らの企画提案により実施する公共性・公益性の高いまちづ
くり事業に対し補助金を交付するものです。

募 集 内 容
● 町内の全部または一部の地域において実施する公共性・公益性の高い単年度事業
※特定の個人・団体が利益を受けたり、政治・宗教・営利を目的とする事業は対象になりません。

応 募 資 格 ● 町内に活動拠点があり、10人以上の会員で構成される団体

補 助 金 額
補助対象経費の10分の10以内の額とし、30万円を限度に交付します。
※ 会員に対する人件費、飲食費、宿泊を伴う研修費、単価５万円以上の物品購入などは補助対

象外となります。

提 案 の 方 法
亘理町まちづくり団体支援事業企画提案書（様式第１号）のほか、団体の概要書、運営規約等
を添付し、企画財政課に提出してください。

－「町民と築く地域協働のまちづくり」推進事業－

まちづくりに関するアイデアや事業の企画提案を募集します。

応募受付期間：平成23年１月14日（金）まで（期日厳守）

平成2
3年度

募集：
その２

募集：
その１

※応募のあったアイデア・企画に関する権利は、すべて町に帰属します。
※ 提案にかかる様式等は、企画財政課、各支所に備え付けています。また、亘理町公式ホームページよりダウンロー

ドすることもできます。（アドレスhttp://www. town.watari.miyagi.jp）
※各制度の詳細、要綱は、亘理町公式ホームページをご覧ください。

問　企画財政課 企画班　☎34－0505
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秋
の
叙
勲
受
章
者
が
十
一
月
三
日
に
発

表
さ
れ
、
元
仙
台
家
庭
裁
判
所
主
席
書
記

官
の
熊
谷
信
良
さ
ん
（
早
川
）、
元
船
岡
駅

長
の
安
部
光
夫
さ
ん
（
浜
吉
田
西
）、
元
亘

理
町
消
防
団
副
団
長
の
武
者
勲
さ
ん
（
一

丁
目
）
が
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

熊
谷
さ
ん
は
、
公
正
な
裁
判
を
進
め
る

た
め
に
重
要
な
、
裁
判
に
関
わ
る
当
事
者

（
国
民
）
と
裁
判
官
の
橋
渡
し
役
で
あ
る

裁
判
所
主
席
書
記
官
（
公
証
者
）
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
調
停
委
員
、
司
法

委
員
と
し
て
司
法
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

安
部
さ
ん
は
、
国
鉄
の
車
掌
・
助
役
を

務
め
ら
れ
、
仙
台
鉄
道
管
理
局
で
は
東
北

新
幹
線
の
開
業
に
携
わ
る
な
ど
乗
客
の
安

全
と
利
便
性
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
船
岡
駅
長
時
代
に
は
、
地
域
に
親
し

ま
れ
る
駅
づ
く
り
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

武
者
さ
ん
は
、
消
防
団
員
と
し
て
五
十

四
年
間
、
町
民
の
生
命
財
産
を
守
り
、
消

防
体
制
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
入

団
し
て
間
も
な
い
頃
、
荒
浜
で
発
生
し
た

火
災
に
出
動
し
、
無
我
夢
中
で
消
火
活
動

に
当
た
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
、
宮
城
県
功
労
者
の

表
彰
式
が
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
本
町
か
ら
は
地
方
自
治
な
ど

に
功
績
の
あ
っ
た
四
氏
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

星
見
み
つ
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
町
政
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
清
一

さ
ん
は
町
消
防
団
の
要
職
を
歴
任
し

現
在
も
副
団
長
と
し
て
、
町
民
の
安

全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
青
柳
俊
一
さ
ん
は
町
農
業

委
員
会
職
務
代
理
者
と
し
て
、
農
業

の
担
い
手
育
成
や
農
地
の
有
効
な
活

用
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
統
計
調

査
員
の
阿
部
ミ
ヤ
子
さ
ん
は
、
国
勢

調
査
を
は
じ
め
施
策
の
基
礎
資
料
と

な
る
各
種
統
計
調
査
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

文
化
の
日
表
彰
は
、
地
方
自
治
、

産
業
、
教
育
、
民
生
な
ど
各
分
野
に

お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
県
勢
の
進

展
、
県
民
福
祉
の
増
進
、
芸
術
文
化

の
向
上
等
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績

が
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
方
（
団

体
）
に
対
し
、
年
一
回
表
彰
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

瑞宝単光章
武者　勲 氏

（元亘理町消防団副団長）

瑞宝単光章
安部　光夫 氏

（元船岡駅長）

消防防災功労
吉田　清一 氏

（新井町）

調査統計功労
阿部ミヤ子 氏

（築港）

地方自治功労
星見　みつ 氏

（新井町）

産業功労
青柳　俊一 氏

（一丁目）

瑞宝小綬章
熊谷　信良 氏

（元仙台家庭裁判所主席書記官）

叙
勲
の
栄
誉

本
町
か
ら
四
氏
が
受
章

本
町
か
ら
四
氏
が
受
章

宮城県功労者 文化の日表彰

平成22年度

町政功労者
教育功績者表彰

町
政
や
教
育
振
興
の
各
分
野
で
功
績
の

あ
っ
た
み
な
さ
ん
を
表
彰
す
る
「
町
政
功

労
者
・
教
育
功
績
者
表
彰
式
」
が
十
一
月

二
日
、
亘
理
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
齋
藤
邦
男
町
長
が
町
政
功

労
者
一
人
ひ
と
り
に
「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
賞
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

地
域
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
遠
藤

正
明
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
本
日
の
感
激
を

忘
れ
ず
、
心
を
新
た
に
し
て
町
政
伸
展
の

た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

自
治
功
労

▼
永
濵
紀
次
（
五
丁
目
）
▼
島
田
金
一

（
四
丁
目
）

産
業
功
労

▼
武
蔵
文
治
（
一
丁
目
）
▼
遠
藤
正
明

（
中
泉
）▼
片
岡
義
晴（
鳥
屋
崎
）

民
生
安
定
保
健
衛
生
功
労

▼
板
橋
敏
之
（
岩
沼
市
）
▼
片
岡
忠
吉

（
浜
吉
田
西
）

治
安
維
持
功
労

▼
小
野
孝
子（
新
丁
）▼
佐
藤
實（
箱
根

田
東
）

消
防
防
災
功
労

▼
齋
藤
義
幸（
今
泉
）▼
岩
佐
秀
寿（
本

郷
）▼
宍
戸
睦
雄（
舘
南
下
）▼
橋
本
勝

（
一
丁
目
）▼
渡
邉
喜
徳（
下
郡
）▼
佐
藤

憲
一（
桜
小
路
東
）▼
戸
引
博
英（
新
町
）

調
査
統
計
功
労

▼
阿
部
ミ
ヤ
子（
築
港
）

町
長
感
謝
状

▼
株
式
会
社
リ
ー
ド
（
神
奈
川
県
横
浜

市
）
▼
鳥
の
海
ふ
れ
あ
い
市
場
協
同
組

合（
築
港
）▼
上
野
株
式
会
社（
仙
台
市

宮
城
野
区
）▼
中
津
川
シ
ゲ
子（
仙
台
市

太
白
区
）▼
村
松
信
子（
仙
台
市
泉
区
）

教
育
委
員
会
感
謝
状

▼
株
式
会
社
リ
ー
ド（
神
奈
川
県
横
浜

市
）▼
中
津
川
シ
ゲ
子（
仙
台
市
太
白
区
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
種
表
彰
・
入
賞
者 

（
敬
称
略
）

○
宮
城
県
教
育
功
績
者
表
彰

▼
桑
折
美
香
子
（
浜
吉
田
西
）

○
宮
城
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

▼
南
條
弘
美
（
四
丁
目
）
▼
加
藤
公
子

（
五
日
町
）

○ 

宮
城
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
作
文
コ
ン

ク
ー
ル

▼
ポ
ス
タ
ー
小
学
校
中
学
年
の
部　

警

察
本
部
長
賞　

齋
藤
光
（
長
瀞
小
学
校

四
年
）
▼
ポ
ス
タ
ー
中
学
校
の
部　

Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞　

大
泉
舞
希
（
逢

隈
中
学
校
三
年
）

○ 

統
計

農
林
水
産
大
臣
表
彰

▼
浅
川
一
雄
（
浜
吉
田
西
）

経
済
産
業
大
臣
表
彰

▼
金
山
基
（
祝
田
南
）

○ 

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
老
人
福
祉

事
業
功
労
者
表
彰

▼
佐
藤
哲
雄
（
上
の
町
）

○ 

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
表
彰

▼
中
泉
寿
会
（
及
川
皓
暉
会
長
）

○ 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
ゆ
め
半

島
千
葉
大
会
」

陸
上
競
技

▼
百
㍍
一
部
①
佐
藤
璃
奈
（
下
茨
田
）

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
一
部
①
佐
藤
璃
奈

（
同
）
▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
青
年

②
渡
辺
さ
ゆ
り
（
五
丁
目
）
▼
ジ
ャ
ベ

リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
青
年
④
渡
辺
さ
ゆ
り

（
同
）

水
泳
競
技

▼
五
十
㍍
自
由
形
二
部
②
阿
邉
妙
子

（
上
郡
）
▼
二
十
五
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
③

阿
邉
妙
子
（
同
）

受賞者のみなさん
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数
え
年
百
歳
を
迎
え
た
鈴

木
と
め
を
さ
ん（
桜
小
路
東
）

と
鈴
木
き
ぬ
子
さ
ん（
野
地
）

に
敬
老
祝
金
二
十
万
円
と
祝

詞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
四
十
四
年
十
月
二
十

五
日
生
ま
れ
の
鈴
木
と
め
を

さ
ん
は
、
車
椅
子
で
の
生
活

で
す
が
、
肌
の
艶
が
良
く
百
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
長
生
き
の
秘
訣
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
長
く
や
っ
て
い
た
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。
八
十
二
歳
ま
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て

監
督
も
経
験
、
そ
の
面
白
さ
を
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
家
族
も
駆
け
つ
け
、
花
束
を
贈
呈
し
て

記
念
の
誕
生
日
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
鈴
木
き
ぬ
子
さ
ん
（
明
治
四
十
四
年
十
月
十

七
日
生
ま
れ
）
は
、
農
作
業
や
家
事
な
ど
よ
く
働
き
、

家
を
支
え
て
き
た
そ
う
で
す
。
い
ち
ご
は
今
と
違
っ
て

露
地
栽
培
、
稲
作
は
田
舟
で
作
業
す
る
時
代
で
し
た
の

で
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
か
の
よ
う
に
春
と
秋
、
年

２
回
の
湯
治
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
、
仲
間
と
わ
い
わ

い
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

町
長
が
訪
問
し
た
日
は
、

あ
い
に
く
体
調
が
す
ぐ
れ

ず
、
息
子
の
浩
さ
ん
が
代
理

で
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し

た
が
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

亘
理
町
文
化
祭
が
十
一

月
六
日
、七
日
の
二
日
間
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

会
場
で
は
、
亘
理
町
芸

術
文
化
協
会
加
盟
団
体
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
協
会
加
盟
団
体
と
一
般
か
ら
出
展
さ
れ
た

書
道
や
生
け
花
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
芸
術
の
素

晴
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
真
多
呂
人
形
木
目
込
み
愛
好
会
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
形
な

ど
が
飾
ら
れ
、
来
場
者
の
目

を
引
い
て
い
ま
し
た
。
作
品

は
、
桐
の
粉
を
粘
土
状
に
し

て
固
め
た
人
形
の
原
型
に
、

衣
装
の
合
わ
せ
目
な
ど
の
形

を
彫
り
、
そ
の
溝
に
ヘ
ラ
で

布
を
差
し
込
ん
で
作
り
ま

す
。
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
は

「
細
か
い
部
分
の
仕
上
げ
が

大
変
で
す
が
、
三
ヵ
月
ほ
ど

か
け
て
丁
寧
に
楽
し
み
な
が

ら
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

芸
術
の
素
晴
し
さ
を
実
感

亘
理
町
文
化
祭

100歳とは思えないほど若々しい鈴木とめをさん（上）と
記念品を受け取る鈴木浩さん

文化祭で発表されたハーモニカ演奏（上）と
木目込み人形に見入る来場者

人形の原型

P
H

O
TO

P
H

O
TO

春
秋
の
恒
例
と
な
っ
た
亘
理
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
亘
理
高
校
に
よ
る
「
し
ら
か
し
通
り

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
十
一
月
四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
十
七
年
目
。

こ
の
日
は
、
亘
理
高
校
の
生
徒
（
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
・
農
業
ク
ラ
ブ
）
に
加
え
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
声
掛

け
で
通
り
沿
い
の
事
業
所
の
み
な
さ
ん
も
参
加
、
総
勢
六
十

五
人
が
約
一
キ
ロ
あ
る
し
ら
か
し
通
り
の
ゴ
ミ
拾
い
や
除

草
、
歩
道
脇
に
溜
ま
っ
た
土
砂
を
丁
寧
に
取
り
除
い
て
い
ま

し
た
。

亘
理
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
の
森 

輝
雄
さ
ん
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
環
境
美
化
の
心
を
育
ん
で
ほ
し

い
」
と
語
り
、
作
業
に
汗
を
流
し
な
が
ら
参
加
者
と
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
十
一
月
三
日
、「
図
書
館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
本
な
ど
約

二
千
七
百
冊
が
ず
ら
り
と
並
び
、
来
館
者
は
本
を
手
に
取
り
な
が
ら
お
目
当
て
の
一
冊
を
探

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
語
り
と
音
楽
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
朗
読
会
「
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
！
秋
と
語
り
と
音
楽
と
」
は
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

の
人
気
で
、
月
輪
ま
り
こ
さ
ん
に
よ
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー

プ
の
幻
想
的
な
演
奏
の
な
か
、
高
橋
厚
さ
ん
・
吉
田
圭
さ
ん

の
や
さ
し
く
、
そ
し
て
心
に
響
く
朗
読
に
、
目
を
閉
じ
詩
情

を
思
い
浮
か
べ
る
来
場
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
手
づ
く
り
の
し
か
け
カ
ー
ド
を
作

る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者
は
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

わ
た
り
鳥
の
海
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
十
一
月
十
四
日
、
鳥
の
海
湾
岸
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
青

森
県
な
ど
県
内
外
か
ら
約
千
五
百
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
亘
理
路
を
快
走
し
ま
し
た
。

メ
ー
ン
レ
ー
ス
の
十
キ
ロ
男
子
Ａ
は
、
佐
々
木
慶
喜
選
手

（
33
分
20
秒
・
仙
台
高
専
名
取
）
が
、
十
キ
ロ
女
子
Ａ
は
大

和
優
希
選
手
（
41
分
02
秒
・
仙
台
南
高
校
）
が
そ
れ
ぞ
れ
初

優
勝
し
ま
し
た
。

佐
々
木
選
手
は
「
コ
ー
ス
は
と
て
も
走
り
や
す
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
の
大
会
で
も
良
い
記
録
を
出
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。
ま
た
、
大
和
選
手
は
「
自
己
ベ
ス
ト
で
優
勝
で
き
て

と
て
も
う
れ
し
い
。
今
日
は
良
い
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
満
足
し
た
表
情
で
優
勝
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

大
会
は
親
子
ペ
ア
の
部
な
ど
十
六
種
目
が
行
わ
れ
、
声
援

の
な
か
秋
風
を
切
っ
て
鳥
の
海
湾
岸
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

吉
田
小
学
校
の
家
庭
科
の
授
業
で
、
吉
田
西
部
婦
人
会
と
地
域
の
メ
ン
バ
ー
が
縫
い
物
の

先
生
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
六
日
、
六
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
エ
プ
ロ
ン
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
各
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
ミ
シ
ン
糸
の
通
し
方
や
か
け
方
を
、
教
諭
の
補
助
役
と
し

て
児
童
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

吉
田
小
学
校
で
は
協
働
教
育
の
一
環
と
し
て
、
五
、
六
年
生
の

家
庭
科
の
ほ
か
リ
ン
ゴ
の
栽
培
や
米
づ
く
り
大
豆
づ
く
り
な
ど
の

体
験
学
習
を
地
域
農
家
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
ま
す
。
長
田
忠

昭
校
長
は
「
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
や
か
か
わ
り
を
持
つ
こ

と
で
、
児
童
に
ふ
る
さ
と
を
知
り
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
先
生
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
授
業
を
終
え
て
子
ど
も
た
ち
は
、「
や
さ
し
く
て
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
親
し
み
と
感
謝
の
気
持

ち
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
ら
か
し
通
り
を
き
れ
い
に
！

詩
情
あ
ふ
れ
る「
音
」と「
声
」　
図
書
館
ま
つ
り

秋
風
を
切
っ
て
快
走

地
域
の
人
は
縫
い
物
の
先
生

児童にミシンがけのコツを教える婦人会のメ
ンバー

P
H

O
TO

交流を深めながら清掃活動をするロータリー
クラブ会員や亘理高校生、事業所の方

P
H

O
TO

ハープの音色と語りが会場を包み込むライブ
のようす

P
H

O
TO

一斉にスタートする10キロの部

P
H

O
TO
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一
月　
　

十
日　
　

亘
理
町
成
人
式　

四
四
七
人（
男
二
二
五
人
、女
二
二
二
人・中
央
公
民
館
）

　
　
　
　

三
十
日　
　

二
十
回
記
念
え
ん
こ
ろ
節
全
国
大
会（
～
三
十
一
日
・
中
央
公
民
館
）

　

二
月
二
～
三
日　
　

北
海
道
地
区
い
ち
ご
消
費
宣
伝
の
た
め
齋
藤
町
長
が
北
海
道
を
訪
問

　
　
　
　
　

五
日　
　

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
二
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　

十
三
日　
　

亘
理
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
文
化
賞
顕
彰
式
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　

十
四
日　
　

第
57
回
宮
城
県
亘
理
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会（
亘
理
中
学
校
発
着
）

　
　
　
　

十
五
日　
　

受
粉
用
蜜
蜂
の
価
格
高
騰
に
伴
う
支
援
「
亘
理
町
い
ち
ご
受
粉
用
蜜

蜂
高
騰
対
策
事
業
」
を
開
始

　
　
　

二
十
二
日　
　
「
町
長
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
事
業
」
を
吉
田
中
学
校
で
開
催

　
　
　

二
十
六
日　
　

第
４
次
亘
理
町
総
合
発
展
計
画
審
議
会
委
員
に
五
十
五
人
を
委
嘱
、

後
期
計
画
の
審
議
を
開
始
す
る

　
　
　

二
十
七
日　
　

チ
リ
中
部
沿
岸
に
て
大
地
震
発
生
、
翌
日
県
内
に
大
津
波
警
報
が
発

令
、
荒
浜
・
吉
田
の
沿
岸
部
住
民
に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る

　

三
月　
　

七
日　
　

伊
達
な
わ
た
り
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　

十
九
日　
　

亘
理
町
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
落
成
式
（
四
月
一
日
開
館
）

　
　
　
　

十
一
日　
　

名
誉
町
民　

村
松
巌
氏
逝
去
（
享
年
八
十
四
歳
）

　
　
　

二
十
五
日　
　

亘
理
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
出
発
式
（
～
四
月
二
日
）

　

四
月　
　

一
日　
　

亘
理
土
地
改
良
区
が
坂
元
土
地
改
良
区
を
吸
収
合
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　

亘
理
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
ほ
っ
と
メ
ー
ル
便
」
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　

三
日　
　

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
利
用
者
五
十
万
人
突
破（
十
月
二
日
に
は
六
十
万
人
）

　
　
　

二
十
七
日　
　

称
名
寺
の
ス
ダ
ジ
イ
が
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

　
　
　

二
十
八
日　
　

エ
ム
・
セ
テ
ッ
ク
株
式
会
社 

謝 

勝
傑
社
長
が
来
庁
、
工
場
進
出
を

断
念
す
る
旨
町
長
と
議
会
へ
報
告
す
る

　

五
月　
　

三
日　
　

亘
理
運
動
場
、
鳥
の
海
陸
上
競
技
場
芝
生
化
事
業
落
成
式

　
　
　
　

十
八
日　
　

亘
理
町
長
選
挙
告
示
、
齋
藤
邦
男
氏
無
投
票
で
三
選
果
た
す

　

六
月　

十
二
日　
　

亘
理
町
総
合
防
災
訓
練

　
　
　

二
十
七
日　
　

女ひ
と

と
男ひ

と

共
に
学
ぶ
町み

ん
な民

の
つ
ど
い
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　

二
十
九
日　
　

町
内
企
業
を
齋
藤
町
長
が
訪
問
し
地
元
採
用
を
要
請（
～
七
月
二
日
）

　

七
月　
　

三
日　
　

亘
理
町
清
掃
の
日
一
斉
清
掃

　
　
　
　
　

六
日　
　

企
業
誘
致
対
策
本
部
を
設
置

　
　
　
　

十
一
日　
　

第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙（
亘
理
町
投
票
率
五
二・九
六
％
）

　
　
　

二
十
三
日　
　

副
町
長
に
齋
藤
貞
氏
再
任
、
辞
令
が
交
付
さ
れ
る

　

八
月　
　

一
日　
　

亘
理
町
ラ
ジ
オ
体
操
の
日　

町
内
五
会
場
で
体
操
会
を
開
催

　
　
　
　
　

四
日　
　

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
・
交
流
会
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　

五
日　
　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
に
町
長
・
副
町
長
ら
が
参

加
（
十
一
月
十
八
日
に
は
名
古
屋
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加
）

　
　
　
　
　

七
日　
　

伊
達
開
拓
ふ
る
さ
と
従
兄
弟
（
い
～
と
こ
）
ス
ポ
ー
ツ
祭
柴
田
町
で

開
催
、
野
球
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
剣
道
に
亘
理
町
か
ら
五

チ
ー
ム
八
十
六
人
が
参
加

　
　
　
　

十
五
日　
　

２
０
１
０
わ
た
り
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
（
鳥
の
海
）

　
　
　

二
十
一
日　
　

わ
た
り
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０
（
中
央
公
民
館
）

　

九
月　
　

九
日　
　

伊
達
市
立
東
小
学
校
の
児
童
ら
が
亘
理
小
学
校
を
訪
問
す
る（
～
十
日
）

　
　
　
　

十
八
日　
　

亘
理
町
敬
老
式
典
が
四
地
区
で
挙
行
さ
れ
る
（
招
待
者
三
、
六
二
八
人
）

　
　
　
　

十
八
日　
　

桜
小
路
横
穴
墓
群
の
発
掘
調
査
説
明
会
（
発
掘
調
査
・
五
月
二
十
四

日
～
九
月
三
十
日
）

　

十
月　
　

一
日　
　

２
０
１
０
国
勢
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台･

宮
城
︻
伊
達
な
旅
︼
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
（
～
十
二
月

三
十
一
日
）

　
　
　
　
　

三
日　
　

町
内
初
と
な
る
吉
田
西
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
、
事
務

所
を
農
村
創
作
活
動
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
る

　
　
　
　
　

七
日　
　

亘
理
町
小
学
校
音
楽
会
（
亘
理
小
学
校
）

　
　
　
　
　

十
日　
　

荒
浜
漁
港
水
産
ま
つ
り
（
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
西
広
場
）

　
　
　
　

十
六
日　
　

全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
宮
城
県
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、
仙
台

育
英
が
男
女
共
に
優
勝
を
果
た
す

　
　
　

二
十
四
日　
　

わ
た
り
ト
コ
ト
ン
商
人
ま
つ
り
（
五
日
町
・
中
町
商
店
街
区
）

十
一
月　
　

二
日　
　

亘
理
町
町
政
功
労
者
・
教
育
功
績
者
表
彰
式
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　
　

六
日　
　

亘
理
町
文
化
祭
（
～
七
日
・
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　

十
四
日　
　

第
20
回
わ
た
り
鳥
の
海
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
一
、四
六
〇
人
出
場
）

　
　
　

二
十
七
日　
　

河
北
新
報
社
主
催 

第
二
十
四
回
仙
山
カ
レ
ッ
ジ
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

齋
藤
町
長
が
参
加
、
亘
理
町
と
山
形
県
と
の
交
流
に
つ
い
て
語
る

十
二
月　

十
七
日　
　

吉
田
東
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
、
事
務
所
を
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
る
（
予
定
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

亘
理
町
　
こ
の
一
年
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民生委員・児童委員・主任児童委員

亘
　
　
理
　
　
地
　
　
区

担 当 行 政 区 氏　名 連絡先
舘南上・舘南下 阿部　育子 34－7109
南町南・南町北 阿部　和子 34－3534
上町南・上町北 小林須美枝 34－7598
南城東 鈴木　道子 34－6927
北城東 内藤榮美子 34－5282
中町南・中町北 鈴木美保子 34－1203
五日町 山形　節子 34－1419
新井町 加藤　良子 34－2908
新町南・新町中 高橋　泰子 34－1407
駅前西・駅前東 日下　フミ 34－2627

下茨田
佐藤美英子 34－3643
伊藤　妙子 34－4125

桜小路東・桜小路中 高橋　祥子 34－2613
桜小路西 佐藤正一郎 34－7786
祝田東・祝田西・祝
田南 山田やえ子 34－3877

新町、新町北 佐藤　節子 34－6043
鹿島 安井　良子 34－2611
神宮寺 高野　信芳 34－4632
高屋、柴町 齋藤　慶子 34－5918
倉庭 伊庭野ノブ子 34－6521

吉
　
　
田
　
　
地
　
　
区

担 当 行 政 区 氏　名 連絡先
吉田・中原 渡部　義勝 34－3026
旭台 佐々木　湧 34－7812
上大畑・下大畑 渡部かつよ 34－4054
南長瀞・北長瀞 平澤　玲子 34－8895
新丁、一本松 齋藤　良一 36－2040
開墾場 小野　信子 36－2557
長瀞浜 丸子　常代 34－3475
大畑浜北・大畑浜南 藤本　俊明 34－1732
吉田浜北・吉田浜南 岩城　和子 36－2317
野地、浜吉田東 片岡　和子 36－2432
浜吉田西 横山　敏彦 36－2550
浜吉田北 大堀由美子 36－2604

荒
　
　
浜
　
　
地
　
　
区

担 当 行 政 区 氏　名 連絡先
本郷 横山さと子 35－3145
一丁目 菊地　充子 35－2635
二丁目、三丁目 高橋　　勉 35－2334
四丁目 佐藤冨美子 35－3814
五丁目 木村　克司 35－2260
箱根田西 阿部エリ子 35－3023
箱根田東 小齋　恭代 35－2325
港町 菊地　正博 35－2402
築港 南條　悦子 35－2226
鳥屋崎 佐藤れい子 35－2276

逢
　
　
隈
　
　
地
　
　
区

担 当 行 政 区 氏　名 連絡先
上郡 藤倉　千枝 34－2233

下郡
内田　宏明 34－7863
横山とみ子 34－6441

小山、田沢 庄司　浪子 34－5667

早川
今野　秀子 34－1783
伊藤　武次 34－6377

森房・上の町 加藤みえ子 34－4371

中泉
八巻富士子 34－6106
紅林すゞ子 34－8150

今泉 平井多惠子 34－4736
牛袋 野村　典子 34－3066
榎袋、十文字町、
十文字村 菅野　敏子 34－6388

鷺屋、蕨 吉田　澄子 34－5778

【主任児童委員】
担　当　地　区 氏　名 連絡先

亘　 理　 地　 区 白石　祥子 34－2330
吉　 田　 地　 区 沼辺　和子 34－3036
吉　 田　 地　 区 森　美智江 36－2505
荒　 浜　 地　 区 森　　恵子 35－2123
逢　 隈　 地　 区 岡﨑　正利 34－2425

す
。
児
童
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
把
握

し
、
児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
地
域
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
児
童
委
員
の
主
な
活
動

①
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

に
対
し
、
情
報
提
供
、
そ
の
他
支
援
や
助
言

を
行
い
ま
す
。

②
地
域
の
関
係
機
関
、
団
体
お
よ
び
社
会
福
祉

施
設
な
ど
の
関
係
者
と
の
連
携
や
協
力
を
行

い
ま
す
。

③
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
の
た
め
の
地
域
活

動
の
推
進
や
住
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
促

進
を
図
り
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は･･･

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、
児
童
福
祉
に

関
す
る
内
容
を
専
門
的
に
担
当
し
、
各
地
域
を
担

当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
一
体
に
な
っ

て
、
児
童
福
祉
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
主
任
児
童
委
員
の
主
な
活
動

①
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

お
よ
び
問
題
解
決
に
向
け
て
、
児
童
相
談
所

や
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。

【民生委員児童委員信条】
・わたくしたちは、隣人愛をもって、社会福祉の増進に努めます。
・わたくしたちは、常に地域社会の実情を把握することに努めます。
・わたくしたちは、誠意をもって、あらゆる生活上の相談に応じ、自立の援助に努めます。
・わたくしたちは、すべての人々と協力し、明朗で健全な地域社会づくりに努めます。
・わたくしたちは、常に公正を旨とし、人格と識見の向上に努めます。

②
児
童
委
員
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
、
児
童

委
員
に
必
要
な
援
助
、
協
力
を
行
い
ま
す
。

③
児
童
委
員
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
問
題
を

抱
え
る
児
童
お
よ
び
家
庭
へ
の
援
助
を
行
い

ま
す
。

○ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

　
主
任
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

町
民
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
、
そ
し

て
支
援
者
と
な
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
、
十
二
月
一
日
付
け
で
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

高
齢
化
が
進
ん
だ
現
在
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
障
害
に
よ
っ
て
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
人
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

に
「
声
か
け
」
な
ど
を
行
う
、
近
隣
同
士
の
助
け

合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活

を
見
守
り
、
必
要
に
応
じ
て
福
祉
や
保
健
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
と
の

橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
地
域
の
担
当
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。問　

保
健
福
祉
課 

福
祉
班

☎
三
四
│
一
一
一
四

民
生
委
員
と
は･･･

民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に
基
づ
く
地
域
の

推
薦
に
よ
り
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

方
々
で
す
。一
定
の
区
域
を
担
当
し
社
会
奉
仕
の
精

神
を
持
っ
て
、地
域
で
生
活
上
の
問
題
や
家
族
の
問

題
、高
齢
者
福
祉
、児
童
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
相
談
に
応
じ
て
助
言
や
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
民
生
委
員
の
主
な
活
動

①
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
声
か
け
や

安
否
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
個
々
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
情
報
の
提
供
や
関
係
行
政
機
関
と
の

パ
イ
プ
役
と
な
り
ま
す
。

③
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
な
ど
と
連
携
を
取
り
、
地
域
福
祉
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

④
生
活
基
盤
の
不
安
定
な
低
所
得
世
帯
の
方
な

ど
が
、
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
各
種
資
金

の
貸
付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
委
員
と
は･･･

児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
設
け

ら
れ
、
民
生
委
員
が
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

暮
ら
し
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

歳末たすけあい運動にご協力を
みんながささえあうあったかい地域づくり

共同募金運動の一環として、福祉的支援を必要とする人々が地域で安心して暮ら
すことができるよう、12月１日から12月31日までの間、全国一斉に行われます。近
日中に共同募金奉仕委員（行政区長）が訪問する予定ですので、ぜひ募金にご協力
をお願いします。

問　亘理町共同募金委員会（事務局：亘理町社会福祉協議会☎34－7551）
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町職員の給与
定員管理等のあらまし

平成22年４月１日現在

亘理町職員の給与は、職務内容・職責に応じて支給
される給料と、扶養・通勤手当などの諸手当から構成
され、「亘理町職員の給与に関する条例」などにより
適正な給与制度の運用を行っています。

町では、町民のみなさんに一層のご理解とご協力を
いただくため、町職員給与等のあらましと職員数の状
況をお知らせします。

全体については、ホームページに掲載しているほか、
総務課でもご覧いただけます。

問　総務課 総務班（☎34－1111）

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員給与の状況

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４　職員の服務の状況

５　職員研修及び勤務成績の評定の状況
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文

芸

春
夏
秋
冬

ふ れ あ い ひ ろ ばふ れ あ い ひ ろ ば

譲ってください

譲ります

ありがとうございます

鋼鉄の叫び 鈴木 光司著／角川書店

1994年、バブル崩壊後の東京に暮らすテレビ
プロデューサーの雪島と、1945年、特攻隊とし
てゼロ戦の中にいる陸軍中尉の峰岸。

50年の時を隔てた戦時下と現代の日本で、時
代の空気に逆らい、立ち上がった２人の男たち
はどう生き延びるのか？家庭や軍隊、職場で、
死、幸福、不安に揺れる人間を描く。

今月のおすすめ
剣客瓦版つれづれ日誌／池永　陽著・講談社
お初の繭／一路　晃司著・角川書店
稲穂の海／熊谷　達也著・文藝春秋
ツナグ／辻村　深月著・新潮社
幻視時代／西澤　保彦著・中央公論新社
ほのかなひかり／森　浩美著・角川書店

◆  図書館資料は貸出期間内にお返しください。資料の期間内返却は、順番を待っている方々へのスムーズな貸出につながります。返却
が遅れている方には督促の連絡をしています。１件あたりの費用は小さいですが、現在は件数が増え、費用も大きくなっています。

　 お互いが気持ちよく図書館を利用できるよう、ご協力をお願いします。 問　町立図書館　☎34－8700

里
山
を
象
徴
す
る
愛
宕
山
の
森

亘
理
町
の
市
街
地
西
方
に
近
接

す
る
愛
宕
山
。
海
抜
一
四
九
メ
ー

ト
ル
の
こ
の
小
丘
陵
は
、
阿
武
隈

山
地
の
主
稜
線
か
ら
東
側
に
張
り

出
し
た
端は
や
ま山
と
し
て
、
遠
い
昔
か

ら
人
々
の
暮
ら
し
と
寄
り
添
っ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

愛
宕
山
の
東
麓
と
山
頂
に
は
、

農
業
の
振
興
を
司
る
愛
宕
神
社

の
旧
社
・
祠
が
鎮
座
し
、ま
た
、今

と
な
っ
て
は
珍
し
い
大
木
や
原
生

林
を
構
成
す
る
樹
種
が
各
所
に
生

育
し
て
い
る
の
で
す
。宮
城
県
と

亘
理
町
は
、そ
う
し
た「
地
域
を
象

徴
す
る
自
然
と
文
化
の
融
合
」
を

高
く
評
価
し
、こ
の
地
を「
祖
先
か

ら
受
け
継
い
だ
県
民
共
有
の
貴
重

な
財
産
」、「
日
々
の
生
活
に
安
ら

ぎ
や
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
身
近

な
自
然
」と
位
置
づ
け
て
、平
成
五

年
、県
緑
地
環
境
保
全
地
域
に
指

定
し
ま
し
た
。平
成
十
九
年
に
は

指
定
域
が
拡
張
さ
れ
て
い
ま
す

（
総
面
積
三
十
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）。

そ
れ
で
は
保
全
地
域
に
は
ど
ん

な
植
物
が
生
育
し
、先
人
は
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。平
成
十
九
年
発
行
の
学
術
調

査
報
告
書（
宮
城
県
自
然
保
護
課

発
行
）か
ら
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
旧
社

付
近
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
と
モ
ミ
の

大
木
で
す
。
空
を
覆
う
常
緑
の
梢

が
、
厳
粛
な
信
仰
空
間
を
創
出
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
頂
付
近
に

点
在
す
る
見
事
な
ア
カ
マ
ツ
大
木

は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
大
切

に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

植
物
群
落
に
関
し
て
は
、①
地
形

と
施
業
履
歴
に
応
じ
て
、七
タ
イ
プ

が
区
分
さ
れ
た
上
で
、②
里
山
を
代

表
す
る
コ
ナ
ラ
林（
薪
炭
林
）と
ス

ギ・ヒ
ノ
キ
植
林（
用
材
林
）が
広
い

面
積
を
占
め
る
こ
と
、③
そ
の
林
内

に
は
モ
ミ
や
イ
ヌ
ブ
ナ
、イ
ヌ
シ
デ
、

四
種
の
カ
シ
類
、シ
ロ
ダ
モ
な
ど
、極

相
種
や
分
布
北
限
種
が
多
数
混
生

す
る
こ
と
、④
雨
水
や
土
砂
が
流
亡

し
や
す
い
山
体
を
、植
物
が
し
っ
か

り
繋
ぎ
止
め
て
い
る
こ
と
、な
ど
が

判
明
し
ま
し
た
。

今
日
も
静
か
に
た
た
ず
む
愛
宕

山
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
多
様
な

野
生
生
物
に
安
寧
を
届
け
な
が

ら
、
皆
さ
ん
の
来
訪
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

亘
理
町
史
自
然
編
執
筆
者

平
吹 

喜
彦

（
東
北
学
院
大
学　

教
授
）

問
　
生
涯
学
習
課 

文
化
財
班

☎
三
四
―
八
七
〇
一

わたりの

自 然

問　町立図書館　☎34－8700
※展示期間：12月1日（水）～1月3日（月）

６日（月）、13日（月）、20日（月）、23日（木）、
27日（火）、29日（水）、30日（木）、31日（金）

亘理警察署だより亘理警察署　☎34－2111
緊急のときは  「110番」へ

Police station 10月の交通事故発生件数
区　　分 発生件数 傷者 死者

区
　
　
分

駐
在
所
別

計 58 17 0
亘　理 38 11 0
荒　浜 6 0 0
浜吉田駅前 3 1 0
田　沢 11 5 0

対
比
H22．１～10 630 167 3
H21．１～10 696 161 3
問　亘理警察署 交通課（☎34－2111）

飲酒運転 しない させない 許さない
飲酒運転は「犯罪」です

飲酒運転は、重大事故に直結します。飲酒運転は絶対に許さないとい
う強い決意のもとに県民総参加により飲酒運転を根絶しましょう。

飲みません 断る勇気 誘わぬ礼儀
● 年末は飲酒の機会が増える季節です。飲酒運転を根絶するため「宮城県

飲酒運転根絶に関する条例」を再確認しましょう。
～県民の責務～
１．飲酒運転をしない
２．飲酒運転をさせない
３．酒気を帯びた者が運転する自動車等に同乗しない

ちょっと待て!! たった一杯 危険はいっぱい
☆酒飲み運転追放「３ない運動」☆

●運転するときは酒を飲まない
●酒を飲んだら運転しない
●運転者には酒を出さない

日 会　社　名 電話番号
5日（日） ㈲門脇総合設備（長瀞浜） 34－7775

11日（土） 木村設備工業㈱（五丁目） 35－2457

12日（日） ㈱手戸設備（中町北） 34－1750

19日（日） ㈱嶺利設備工業所（中泉） 34－3798

23日（木） ㈱コムロ（早川） 34－8027

25日（土） ㈲嶺岸設備（上町北） 34－1881

26日（日） ㈲森管工業（鳥屋崎） 35－3188

29日（水） 興信管工㈱（大畑浜南） 36－3211

30日（木） ㈱宍戸工業所（早川） 34－1722

31日（金） 阿部春建設㈱（下茨田） 34－3721

休日の水道修理業者

問　上下水道課　☎34－0515
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悠里館ギャラリー悠里館ギャラリー悠里館ギャラリー

「亘理書道愛好会作品展」

今月の図書館・郷土資料館の休館

図書館からの
お知らせ ＆ お願い

▲ 愛宕山から臨む市街地。
森（自然）と里は、常に寄
り添う間柄。

・　  の引き取り
犬猫の引き取り（有料）は塩釜保健所岩沼支
所で行っています。
引 取 日　12月８・15・22日（水）
引取時間　10：00～12：00

問　塩釜保健所 岩沼支所（☎22－2188）

● 小野カチ子さん（神宮寺）は、玉入れ用紅白玉120個
を亘理町中央公民館へ寄附。

リサイクル情報リサイクル情報 問　町民生活課 生活班
☎34－1113

●シングルベット　1台
●ルーフボックス

●ストーブ用薪
●練炭
●子ども用品
　　 チャイルドシート、ベビーカー など
　　（新生児から使えるもの）
●婦人用のズボンと洋服（Lサイズ）
●インコ（かごつき）
●土鍋

ご存知ですか？
ハンドルキーパー運動

自動車で仲間と

飲食店などへ行く

場合に、お酒を飲

まない人を決め、

その人が仲間を自

宅まで送り届けることで、飲酒運転

を抑止する運動です。
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健康のひろば

健

カ

康

ラ
ダ

は

こ
こ

● ● ● 保健カレンダー ● ● ●

● ● ● 子育て支援 ● ● ●

● ● ●  相　談  ● ● ●

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
、

三
十
八
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
、
鼻
汁
、
喉
の
痛
み
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
ま
す
。

抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢

者
、
気
管
支
喘
息
な
ど
の
持
病
を

持
っ
て
い
る
方
は
、
合
併
症
を
併
発

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

イ
ン
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ル
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ン
ザ
の
予
防
は
、
流

行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
、
う
が
い

や
手
洗
い
を
風
邪
の
予
防
と
併
せ
て

お
す
す
め
し
ま
す
。
加
え
て
、
日
頃

か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂

り
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

予
防
を
心
が
け
、
元
気
に
冬
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

保健行事 日にち 受付時間 対象者 会　場

ピカピカ教室
2歳6か月児
親子歯科健診
◎ 歯ブラシを持参
してください

1日（水） 9：30～9：45
（終了予定時間12：00頃） 平成20年5月生

保
健
セ
ン
タ
ー

※ 

乳
幼
児
健
康
診
査
お
よ
び
相
談
に
お
い
で
の
際
は
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

3歳6か月児
健康診査 8日（水） 13：00～13：30

（終了予定時間15：30） 平成19年5月生

6・7か月児相談 14日（火） 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成22年5月生

3・4か月児
健康診査 15日（水） 13：00～13：30（終了予定時間15：30） 平成22年8月生

1歳8か月児
健康診査
◎ 歯ブラシを持参
してください

22日（水） 13：00～13：30（終了予定時間15：30） 平成21年3月生

母子健康手帳発行
6・13・
20・27日
（月）

9：00～9：15
（終了予定時間9：45頃） 現在妊娠中の方

乳幼児相談
6・13・
20・27日
（月）

9：30～11：30
子どもの身体測定、
離乳食等、育児に関
する相談をしたい方

内　　　容 対　象　者 日にち 時　間 場　所 問い合わせ
子育てサロン「ピープル・ツリー」 未就学児と親 ３日（金） 10：00～12：00 中央児童センター ☎34－0510

りんご狩り ※要予約 3～5歳児と親
（限定5組） ７日（火） 10：00～ 鹿 島 保 育 所 ☎34－2900

親子でたのしいあそび「ぶんぶん」
〝からだをつかって遊ぼう〟 2～3歳児 7日（火） 10：00～12：00 中央児童センター ☎32－0720

お菓子デコ作ってみよう 詳しくはＰ32 9日（木） 10：00～11：30 逢 隈 児 童 館 ☎34－5053

親子でクッキング！ 詳しくはＰ31 10日（金） 9：30～10：45 亘 理 保 育 所 ☎34－1512

親子で楽しいあそび「すくすく」
〝たたいて遊ぼう〟 6ヵ月～1歳児 13日（月） 10：00～12：00 中央児童センター ☎32－0720

クリスマス会 詳しくはＰ32 16日（木） 10：00～11：30 逢 隈 児 童 館 ☎34－5053

育児講座「子どもの応急手当」 詳しくはＰ31 20日（月） 10：15～11：15
受付10：00～ 中央児童センター ☎32－0720

観劇会 ※要予約 未就学児と親
（限定5組） 21日（火） 10：00～11：00 鹿 島 保 育 所 ☎34－2900

合同子育て支援事業「クリスマス会」 詳しくはＰ32 21日（火） 10：00～11：00
受付9：45～ 中 央 公 民 館 地域子育て支援センター

☎32－0720

出前保育 詳しくはＰ31 22日（水） 10：00～11：30
受付10：00～ 荒 浜 児 童 館 地域子育て支援センター

☎32－0720

給食試食会 詳しくはＰ32 7日（火）、8日（水） 11：00～11：50 鹿 島 保 育 所 ☎34－2900

今日のランチは保育所で！ 詳しくはＰ31 15日（水）、16日（木）、17日（金） 11：15～12：30 亘 理 保 育 所 ☎34－1512

休日当番医
日 当　直　医 地　区 電話番号

5日（日）
大友医院ヒロミ小児科 祝田東 34－3204
紺野歯科クリニック 中泉 32－0677
ささき歯科 名取市 022－383－8849

12日（日） 山形外科医院 祝田東 34－3171
南舘歯科医院 岩沼市 24－4880

19日（日）
菊地内科医院 山元町 37－3300
いそだ歯科クリニック 高屋 33－0570
黒田歯科クリニック 名取市 022－383－3888

23日（木） 佐藤外科内科 中泉 34－1251
高藤歯科医院 岩沼市 22－2666

26日（日）
高橋内科乳腺クリニック 中泉 33－1121
佐藤歯科・矯正歯科医院 新町南 33－0355
歯科クリニック守 名取市 022－382－8677

29日（水） 板橋胃腸科肛門科 中泉 34－8911

30日（木） 柿沼循環器科 中泉 32－2871
大手町歯科クリニック 岩沼市 23－4618

31日（金）
三浦クリニック 新町南 33－1811
山本医院 箱根田東 35－2050
にいの歯科 山元町 38－1887
美田園歯科 名取市 022－343－8721

相談の種類 主な相談内容 日　　時 場　所 問い合わせ

生活心配
ごと相談

家 庭、賃 借、老
後、子 ど も に 関
す る 悩 み ご と

6・13・20・27日（月）
10：00～15：00

社 会 福 祉
協 議 会
（相談室）

社 会 福 祉
協 議 会
☎34－7551

消 費 生
活 相 談

訪問販売、消費生
活 に 関 す る こ と

月～金曜日
（祝日を除く）
9：00～15：45

町民生活課

町民生活課
☎34－1113人権相談

家 族 紛 争、い じ
め・虐 待 な ど、人
権 に 関 す る こ と

4日（土）特別人権相談
※1月は17日（月）
10：00～15：00

中央公民館

行政相談
国、県、町 の 仕
事 に つ い て の
要 望 や 苦 情

20日（月）
10：00～15：00 町民相談室

心の悩み
ごと相談

精神科医師による
心の相談は電話で
予約してください。

21日（火）
（予約をした時間に
おこしください）
14：00～17：00

中央公民館
（第２研修室）

保 健福祉課
☎34－1114健康相談

健診結果のこと、食
事・運動のことなど
健康に関する相談

月～金曜日
（祝日を除く）
8：30～17：00

保健福祉課
健康推進班
☎34－0524

障 害 者
（児）相談

障害者（児）の福
祉 に 関 す る さ
ま ざ ま な 問 題 に
つ い て の 相 談

2・16日（木）
9：30～16：00

社 会 福 祉
協 議 会
（相談室）

※診療時間は9：00～17：00です。
※ 急患のみの診療です。なお、都合により変更となる場合がありますので、
新聞などでご確認ください。

※疾患や年齢等によっては対応できない場合もあります。
問　保健福祉課 健康推進班　☎34－0524

問　保健福祉課子ども家庭班　☎34－1114

問　塩釜保健所　☎022－365－3153
問　岩 沼 支 所　☎22－2188

保健所のおしらせ

ひきこもり・
　　思春期こころの相談（予約制）
８日（水）　岩沼支所
９日（木）　塩釜保健所
相談時間　 13：30～16：30

・骨髄バンク登録
・エイズ相談および検査（予約制）
７･21日（火）　10：00～11：30
会　　場　 岩沼支所

● 相談

● 登録・検査

杜の都献血ルームＡＯＢＡ
受付時間
　全血・成分　10：00～18：00

献血ルームアエル20
受付時間
　全血　9：30～18：30
　成分　9：30～17：30

※ 献血の際は、本人確認のため、運転免許
証等の身分証明書を忘れずに持参してく
ださい。

※ 各ルームの受付時間は輸血用血液需要状
況により変更になることがあります。

問　保健福祉課 健康推進班
☎34－0524
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おしらせ
ひろば

試験・採用
≪ふるさと雇用再生特別基金事業≫

吉田東部地区まちづくり協議会事務局職員の募集

吉田東部地区まちづくり協議会では、緊急かつ臨時的な雇用の創出
を図るため、次の内容で事務局職員を募集します。
○協働のまちづくり推進事業
募集人員　２人程度
勤務時間　8：30～17：15
　　　　　※イベント等開催時は、この限りではありません。
賃　　金　月額120,000円程度（実務経験・年齢考慮）
　　　　　※通勤手当・賞与・各種手当・退職金 なし
休　　日　土・日・祝日、年末年始（事業により休日勤務あり）
応募資格　 町内在住か、町内の企業に勤務していた方で、失業している

方または、求職中の方（パソコンができる方で普通自動車運
転免許があること）

雇用期間　1月1日から1年（最長平成23年9月30日まで）
保 険 等　社会保険、厚生年金保険・雇用保険等の適用あり
応募期間　11月26日（金）～12月13日（月）
応募方法　 履歴書（自筆・写真貼付）を吉田東部地区まちづくり協議会

設立準備会事務局（企画財政課）へ持参、または郵送（12月
13日必着）してください。

試験項目等　面接・パソコン入力試験等（日時は後日通知します）
申込・問　〒989－2393　亘理町字下小路7－4
　　　　吉田東部地区まちづくり協議会設立準備会事務局
　　　　（企画財政課☎34－0505）

亘理名取共立衛生処理組合　平成22年度職員採用試験（初級）

募集人員　一般事務　２人
応募資格　昭和58年4月2日～平成5年4月1日までに生まれた者
１次試験　平成23年1月16日（日）
採用時期　平成23年4月以降
申込期間　12月1日（水）～20日（月）
※当組合は、し尿およびごみ処理を行う一部事務組合です。
※ なお、郵送を希望する場合は、封筒の表に「初級試験案内請求」と朱書
きし、宛先を明記した返信用封筒（A4版が入る大きさ）に120円切手
を貼付したものを必ず同封してください。

申込・問　〒989－2425　岩沼市寺島字川向45－53
　　　　亘理名取共立衛生処理組合総務課（☎0223－22－1717）

宮城県大河原商業高等学校定時制課程普通課
［社会人推薦］入学者募集

中学校を卒業され、働きながら高校で学びたい、高校を卒業したいと
いう社会人の方を対象に、平成23年度推薦入試を行います。募集人数
は、募集定員80人の30％（24人）以内となります。
出願資格　 事業所に3年以上勤務した方または平成23年3月末現在で

3年以上勤務する見込みのある方（自営業、主婦等は当該業
務従事を勤務とみなします）。いずれの場合も所属長など責
任を持って本人を推薦できる方の推薦が必要です。

出願期間　平成23年1月13日（木）～21日（金）
試 験 日　平成23年1月31日（月）（面接・作文試験）
問　宮城県大河原商業高等学校定時制課程入試係
　　（☎0224－52－1064）

世帯数と人口

「送りつけ商法」とは、商品を一
方的に送りつけ、消費者が商品を
受け取ったので代金を払わなけれ
ばならないと勘違いをして、代金
を払うことを狙った商法です。

例えば、注文した覚えのない書
籍と一緒に代金の振込用紙が送ら
れてきたり、水産業者を名乗り、
突然、「カニは好きか」「市場の売
れ残りを特価で販売する」などと
電話をかけてきて、断ったにもか
かわらず商品が届く、というケー
スなどです。

商品を一方的に送りつけられても
「承諾」の意思を示していなければ、
契約は成立しないので、商品の受
け取りや代金の支払い義務はあり
ません。もし、代金引換便などで
送りつけられても、心当たりがなけ
れば受け取らないで、配達の人に
持ち帰ってもらいましょう。

一方的に送られた商品は、14日
を過ぎれば処分してもよいことに
なっています。発送元に引き取り
を依頼した場合は、その日から７
日を過ぎれば処分してもかまいま
せん。

詳しくは、下記にお問い合わせ
ください。

問　町民生活課 生活班
34－1113

平成22年10月31日現在

送りつけ商法
断ったのにカニが届く⁉

世帯数……11,411世帯（28世帯増）
　男　……17,395人（31人増）
　女　……18,275人（6人増）
出　生……16人 死　亡……32人
転　入……91人 転　出……35人
 職　消……  3人
総　数……35,670人（37人増）
※（　  ）内は前月比

問　町民生活課 町民班　☎34－1113
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半
期（
四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
）の
各
種
会
計
予
算
の

執
行
状
況
と
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

え
た
九
月
三
十
日
現
在
で
は
、九
六
億
七
、

六
一
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
四

九
億
八
、〇
四
七
万
円
（
五
一
・
五
㌫
）

が
収
入
と
し
て
町
に
入
り
、
四
一
億
一
、

〇
九
九
万
円
（
四
二
・
五
㌫
）
が
事
業
実

施
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、「
安
全
で

安
心
で
き
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
に
、経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
快
適
な
生
活
を
お
く

れ
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆町債の現在高

◆町有財産の状況（水道事業会計を除く）

◆平成22年度一般会計の予算執行状況
【歳入】

【歳出】

◆平成22年度予算に対する町民の税負担状況

◆平成22年度特別会計の予算執行状況

◆平成22年度水道事業会計の予算執行状況

平
成
二
十
二
年
度 

上
半
期
財
政
状
況
報
告
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Ｂ＆Ｇ「体験セミナ－」参加者募集

南の島の自然環境や文化の違いを
体験して自然保護や地域環境につい
て考えよう！
期　　間　平成23年3月26日～31日
研修行程　仙台駅→晴海→「ふじ丸」
→小笠原諸島→「ふじ丸」→晴海→
仙台駅　　※すべて船内泊

募集対象　 健康で日常生活に支障の
ない小学4年生～中学3年
生（2人）

参 加 費　小学生　 98,000円
　　　　　中学生　108,000円
※健康診断・仙台駅までの旅費等は除く
参加助成　町より20,000円の助成
申込期限　平成22年2月7日（月）
　　　　　17：00まで（先着順）
申込方法　 生涯学習課備付けの申込

用紙に必要事項を記入し
申し込んでください。

※後日参加者への説明会を開催します。
※ 集合場所が仙台駅から変更になる
場合があります。

申込・問　生涯学習課 体育振興班
　　　　（☎34－0511）

ぼらんてぃあ すく－る

ボランティアや福祉に関心のある
方の参加待っています。チャレンジド
ショップにも行くよ！
日　　時　12月11日（土）
　　　　　中央公民館9：30集合
見学場所　社会福祉法人ありのまま舎 ほか
対 象 者
小学１～３年生（親子での参加のみ可）
小学４年～大人

参 加 費　１人　500円
申込締切　12月８日（水）
※定員になり次第締め切ります。
申込・問　亘理町社会福祉協議会
　　　　（☎34－7551）

みやぎ食の安全安心消費者モニタ－募集

県が行う食の安全安心に関するア
ンケ－ト協力や講習会などへの参加
および食の安全安心に関する提言を
していただける方をモニタ－として
募集しています。
県内在住の満18歳以上の方であれ

ばどなたでも登録でき、登録の方には、
食品表示のハンドブックをプレゼント
します。お気軽にご登録ください。
問　宮城県環境生活部食と暮らしの安全推進課
　　（☎022－211－2643）
　　http：//www.pref.miyagi.jp/shoku-k/

平成23年亘理町新年祝賀会

亘理町新年祝賀会を下記のとおり
開催します。ぜひご参加ください。
日　　時　平成23年1月6日（木）11：00～
会　　場　中央公民館大ホ－ル
会　　費　1,000円
申込期間　12月1日（水）～15日（水）
申込方法　会費を添えて最寄りの公
民館へ申し込んでください。

※ 荒浜・吉田・逢隈地区は町マイクロ
バスを運行しますので、ご利用くだ
さい。（運行経路は広報わたり１月
号に掲載します。）

申込・問　中央公民館（☎34－3111）

｢亘理町長杯 新春将棋大会｣参加者募集

日　　時　平成23年１月10日（月）
　　　　　9：00～（受付8：30～）
場　　所　亘理町中央公民館第1研修室
参加資格　 町内居住者または勤務・通

学している方
参 加 費　1,000円（当日納入）
試合方法
・予選リ－グ戦、予選ブロック1位で
決勝ト－ナメント戦（予選ブロック
2位同士での敗者復活戦を行い1名
が決勝ト－ナメント戦へ進出）

・1手3分以内で対局20分経過後は1
手1分以内

表　　彰　 1～3位まで賞状および賞
品を贈呈

申込締切　１２月１７日（金）
申込・問　生涯学習課 生涯学習班
　　　　（☎34－0510、℻34－7684）

催　し
冬休み子ども映画会

日　　時　12月25日（土）10：30～12：00
会　　場　悠里館３階視聴覚ホ－ル
上映作品　「トムとジェリ－」
問　図書館（☎34－8700）

平成23年亘理町成人式

日　時　平成23年１月９日（日）
　　　　受付13：00～　式典13：30～
会　場　中央公民館
該当者　平成２年4月2日～平成３年
4月1日生まれの方（現在町外に転
出されている方も出席できます）

※ 該当される方には12月上旬に案内
を通知します。

問　生涯学習課（☎34－0510）

宮城県遺跡調査成果発表会

宮城県遺跡調査成果発表会は、県
内の主な遺跡の発掘調査の成果を公
開する催しで、宮城県考古学会が毎年
12月に主催し、調査報告と遺物展示
が行なわれ、多くの考古学ファンで賑
わいます。
この遺跡調査成果発表会を今年は
亘理町で行なうことになりました。テ
レビや新聞で話題になった遺跡を知
る絶好の機会です。どなたでも参加で
きますので、ぜひご来場ください。
日時　12月11日（土）10：00～17：00
会場　悠里館3階視聴覚ホ－ル
遺物展示会場
郷土資料館企画展示室（悠里館1階）

料金　報告会聴講・遺物展示観覧とも
無料（調査成果をまとめたテキスト
は1冊1,000円となります）
※ 車でご来館の際は悠里館北側駐車
場をご利用ください。
※ 当日は昼食場所を用意します。1日
聴講される方は弁当を持参される
ことをお勧めします。
問　生涯学習課 文化財班
　　（郷土資料館内☎34－8701）

荒浜公民館・勤労青少年ホ－ムまつり

日時　12月12日（日）9：30～13：30
場所　亘理町勤労青少年ホ－ム
　　　（荒浜支所）
内容
・作品展示（ト－ルペイント、パッチ
ワ－ク、七宝焼、各種公民館事業写
真など）
・体験コ－ナ－（粘土でお花や小物を
作ってみよう）
・舞台発表（ダンス、ウクレレ、大正
琴、歌謡など）
・軽食コ－ナ－（五目ごはん、やきそ
ば、ぼたもち、コ－ヒ－など）
・わんぱくコ－ナ－
問　荒浜公民館（☎35－3116）

クリスマスおはなし会

図書館では恒例の「クリスマスおは
なし会」を開催します。今年は、柴田町
杉の子母親クラブ〝なかよし劇団〟の
楽しいお話がいっぱいです。ご家族お
そろいでおいでください。
サンタクロ－スからステキなプレ
ゼントがもらえるかもしれませんよ。
日時　12月18日（土）10：30～11：40
会場　悠里館３階視聴覚ホ－ル
問　図書館（☎34－8700）

ことりはうす「森林浴体験会」

内　容　 森を歩いて気分をリフレッ
シュ（初心者向け）

日　時　12月11日（土）9：30～13：00
参加費　500円
場　所　蔵王野鳥の森自然観察センター
申　込　当日現地受け付け（予約不要）
問　蔵王野鳥の森自然観察センター
　　｢ことりはうす｣（☎0224－34－1882）

第28回「さんさ時雨全国大会」開催

日　時　12月5日（日）
　　　　9：30～　（開場9：00）
会　場　中央公民館大ホ－ル
入場料　無料
部　門　年少の部・一般の部・熟年の部
問　宮城県民謡道連合会
　　（青柳☎35－2439）

相　談
特別人権相談・無料法律相談所開設
人権週間（12月4日～10日）

隣近所や職場、家庭での困りごとや
もめごと、いじめ、虐待、配偶者からの
暴力などの人権問題で悩んでいるこ
とはありませんか。相続問題や土地の
境界、借金やいろいろな契約問題につ
いて困っていることはありませんか。
みなさんが日頃かかえている様々
な問題解決の糸口になるお手伝いを
するため、下記の相談所を開設し、宮
城県青年司法書士会の司法書士と人
権擁護委員が相談に応じます。どうぞ
お気軽においでください。相談無料、
秘密は守ります。
日時　12月4日（土）10：00～15：00
場所　亘理町中央公民館
※ 相談は予約なしでも受付しますが、
予約された方を優先します。

申込・問　町民生活課 生活班（☎34－1113）

農家相談の開設

農地の賃借・売買・転用など農地に関
することや経営移譲と農業者年金に関
すること、そのほか農地に関するトラブ
ルなどお気軽にご相談ください。
日時　12月８日（水）10：00～15：00
会場　産業振興庁舎 会議室
問　農業委員会事務局（☎34－0504）

結婚相談所（めぐり逢い）開設

町から委嘱された「亘理町後継者結
婚相談員」が、「結婚相談所（めぐり逢
い）」を開設し、結婚に関したことにつ
いて相談に応じます。
開設日　12月 5日（日）
時　間　10：00～15：00
場　所　悠里館1階　亘理山元商工会
　　　　会議室
内　容　本人、家族の方どなたでも
※全身のスナップ写真持参
問　町民生活課 生活班（☎34－1113）

日本公庫金融相談会開催

事業資金の借り入れをお考えの方
のための金融相談会を実施します。ご
希望の方は1月11日（火）までにお電
話でご連絡ください。
日時　1月18日（火）10：00～16：00
場所　悠里館（受付１階）
問　日本政策金融公庫仙台支店
　　国民生活事業
　　（☎022－222－5173、℻022－222－7492）
〈協力〉 木村兵治税理士、あすなろ会計事務所
　　　  亘理山元商工会、亘理郡税理士

中小企業のためのひまわりほっとダイヤル

弁護士は、法律の専門家として経営
上の種々の問題解決のお手伝いをし
ます。お気軽にご相談ください。
日弁連中小企業法律支援センタ－で

は、平成23年3月31日まで初回面談30
分無料の｢無料相談キャンペ－ン｣を実施
しています。困ったなと思ったら、ひまわ
りほっとダイヤル☎0570－001－240
（全国共通専用ダイヤル）へお電話を。
仙台弁護士会中小企業法律支援窓
口が対応します。

女性医師による女性の健康相談

女性医師が、思春期や更年期の身体
的・精神的不調、家庭や職場でのスト
レス等で悩んでいる女性の相談に応
じます。（完全予約制・相談無料）
相談日時・場所
12月11日（土）14：00～17：00（塩釜市）
※会場は予約時にお伝えします。
予 約 先　宮城県女医会女性の健康相談室
　　　　　（☎090－5840－1993）
受付時間　9：00～17：00
　　　　　（土・日、祝日除く）
問　県健康推進課（☎022－211－2623）

宮城県多重債務無料相談会

国の「多重債務者相談強化キャンペ－
ン」の一環で、弁護士や司法書士などに
よる多重債務に関する相談を行います。
希望により心の健康相談もあります。会
場が県庁の場合のみ，下記定員とは別に
事業者の相談にも対応します。【要予約】
相談日・場所・定員
12月17日（金）
　　大河原合同庁舎　20人
12月18日（土）
　　宮城県庁　　　　30人
12月19日（日）
　　宮城県庁　　　　30人
予約受付日時・申込先
①個人の方
12月６日（月）～10日（金）8：30～17：15
県消費生活センタ－
☎022－211－2524
②事業者の方
上記の期間の9：00～17：45
東北財務局金融監督第三課
☎022－266－5703

問　県消費生活・文化課
　　（☎022－211－2524）

昭和10年の月山神社春祭
りで行われた月山神社神輿
渡御の様子。
現在、神輿渡御は行われて
いませんが月山神社は地域
のみなさんから今も親しま
れています。

11月号に掲載しました「家族で文化財を巡
ろう」の月山神社の写真に誤りがありました。
正しくは右の写真です。訂正してお詫び申し上
げます。

写真で見る昔の風景

月山神社
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親子でクッキング！

保育所の子どもたちが大好きな手
作りおやつを親子で一緒に作ってみ
ませんか？
日　　時　12月10日（金）9：30～10：45
場　　所　亘理保育所
対　　象　 町内在住の2～5歳児と保

護者（限定10組）
内　　容　もちもちチ－ズパン、りんご茶
持 ち 物　エプロン、三角巾
申込締切　12月3日（金）まで
申込方法　 直接または電話で申し込

んでください。
申込・問　亘理保育所（☎34－1512）

今日のランチは保育所で！

バイキング式の｢おいしい！うれし
い！たのしいランチ｣を親子で体験し
ませんか？お子さんの食事について
の相談もできます。
日　　時　12月15日（水）～17日（金）
　　　　　11：15～12：30
場　　所　亘理保育所
対　　象　 町内在住の2～5歳児と保

護者（１日限定5組）
参 加 費　１食200円（箸、おしぼり持参）
申込締切　12月10日（金）まで
申込方法　 直接または電話で申し込

んでください。
申込・問　亘理保育所（☎34－1512）

育児講座参加者募集
「子どもの応急手当」

日　　時　12月20日（月）
　　　　　10：15～11：15（受付10：00）
場　　所　中央児童センタ－
対　　象　町内在住の親子20組（先着順）
講　　師　亘理消防署職員
申込期間　12月1日（水）～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センタ－わたり
　　　　（☎32－0720）

出前保育参加者募集

同じ地区にお住まいの方と知り合い、
一緒に楽しい時間を過ごしましょう。
日　　時　12月22日（水）
　　　　　10：15～11：30（受付10：00）
場　　所　荒浜児童館
対　　象　 荒浜地区（箱根田西・箱根

田東・港町・築港・鳥屋崎）
の未就学児と親

内　　容　手遊びやわらべうた、絵本など
申込・問　地域子育て支援センタ－わたり
　　　　（☎32－0720）

募　集
亘理町観光ボランティアガイド

育成講座参加者募集

亘理町観光ボランティアガイドと
して亘理町を訪れる観光客に歴史や
すばらしさを案内・説明し、観光発展
の担い手になりたい方を募集します。
定　　員　20人※定員になり次第締切
対 象 者　18歳以上で町内在住また
は町内に勤務している方で、事業に
興味・関心があり講座受講に関して
健康上問題のない方

講座内容　平成23年1月下旬～3月
下旬の間で観光ボランティアガイ
ド講座（3回）、亘理町モデルコ－ス
実地研修（3回）を開催。

※ 原則として講座・実地研修は、平日
13：30～16：30に実施しますが、都
合により変更となる場合があります。
受 講 料　無料
申込方法　指定の申込用紙に必要事
項を記入のうえ、郵送・FAX・持参
などで申し込んでください。

申込締切　平成23年１月14日（金）
申込・問　産業観光課 商工水産観光班
　　　　（☎34－0513、℻34－0530）

亘理町観光PRキャラクター
検討委員会委員募集

歴女（歴史好きの女性）や子どもにも
親しんでもらえる観光キャラクターの
選定と、その活用に関する企画の検討
を行うための委員を募集します。
定　　員　3人程度（申込多数時抽選）
対　　象　 18～40歳の女性で町内

在住または町内事業所に
勤務している方で観光に
興味のある方

委員会開催予定
平日の夜間（１回２時間程度）

申 込方法　産業観光課備え付けの申
込用紙に必要事項を記入のうえ申
し込んでください。

申込期間　12月1日（水）～22日（水）
申込・問　産業観光課 商工水産観光班
　　　　（☎34－0513）

耐震診断はおすみですか？
木造住宅耐震診断費助成事業

補助対象
・昭和56年5月31日以前に建築した
戸建て住宅

・在来軸組構法または枠組構法で建
てられた住宅

申請者負担診断料金
・200㎡以下…8,000円
・200㎡を超え270㎡以下…18,000円
事業受付期限　12月24日（金）
募集件数　14件
申込・問　都市建設課 建築宅地班
　　　　（☎34－0508）

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送付されます！

年末調整・確定申告までに
大切に保管を！

平成22年1月1日から9月30日ま
での間に国民年金保険料を納付され
た方については、「社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書」が11月下旬に
送付されますので、年末調整や確定申
告の際には必ずこの証明書（または領
収証書）を添付してください。
また、10月1日から12月31日まで

の間に今年はじめて国民年金保険料
を納付された方については、来年の1
月下旬に送付されます。
「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」について詳しくは、下記へお
問い合わせください。

控除証明書専用ダイヤル
☎0570－070－117

※ 利用は平成23年3月15日まで
※ 通話料金は、一般固定電話の場合市
内通話料金でご利用いただけます。

※ IP電話などの方は、☎03－6700
－1130にお電話ください。

問　仙台南年金事務所（☎022－246－5114）

「お菓子デコ作ってみよう」参加者募集

日　　時　12月9日（木）10：00～11：30
場　　所　逢隈児童館
対　　象　 町内在住の未就学児の親

子10組（先着順）
持 ち 物　エプロン、三角巾
募集期間　12月1日（水）～6日（月）
申込方法　 直接または電話で申し込

んでください。
申込・問　逢隈児童館（☎34－5053）

「米粉を利用した料理講座」参加者募集

今、注目の「米粉」を利用してクリス
マスのお菓子を作ってみませんか？
日　　時　12月21日（火）10：00～13：00
会　　場　中央公民館　調理実習室
講　　師　工房あえり
　　　　　佐藤　美津子 氏
対　　象　町内在住の一般成人
定　　員　24人（定員になり次第締切）
参 加 費　３５０円
持 ち 物　エプロン・三角巾・筆記用具
募集期間　12月1日（水）～
申込・問　産業観光課 農政班
　　　　（☎34－0503）

入会説明会を開催します

日　　時　12月21日（火）14：00～
場　　所　シルバ－人材センタ－相談室
　　　　　（亘理町中央公民館内）
入会条件　亘理町に居住する原則60
歳以上で健康で働く意欲があり、シ
ルバ－人材センタ－の趣旨を理解
し、賛同する方。
※ 入会説明会に参加希望の方は、電話
で申し込んでください。

申込・問　亘理町シルバ－人材センタ－
　　　　（☎34－8800、℻34－8815）

上級救命講習会受講者募集

救命に必要な応急手当を学びます。
内容は、応急手当の重要性・必要性を
理解していただき、心肺蘇生法（成人・
小児・乳児・新生児）や自動体外式除細
動器（ＡＥＤ）の使用方法、傷病者の管
理法、搬送法、外傷の手当要領、止血法
を学びます。
日　　時　平成23年2月5日（土）
　　　　　9：00～17：30
講習場所　亘理消防署会議室
定　　員　20人（先着順）
受 講 料　無料（昼食持参のこと）
申込締切　平成23年１月31日（月）
※ 再受講の方は申し込み時にお知ら
せください。

申込・問　亘理消防署救急係
　　　　（☎34－1155　内線54）

給食試食会

日　　時　12月7日（火）、8日（水）
　　　　　11：00～11：50
場　　所　鹿島保育所
対　　象　 町内在住の1歳6ヵ月～3歳未

満児と保護者（1日限定3組）
参 加 費　1食200円
持 ち 物　おしぼり
　　　　　食事用エプロン（必要な方）
申込期間　12月３日（金）まで
申込・問　鹿島保育所（☎34－2900）

第21回えんころ節全国大会出場者募集

民謡王国宮城の三大祝唄のひとつ
として、藩政時代から歌い継がれてい
る「えんころ節」の全国大会を開催し
ます。
日　　時　平成23年1月23日（日）9：00～
会　　場　中央公民館大ホ－ル
出場区分　一般の部
　　　　　少年少女の部（満15歳以下）
　　　　　熟年の部（満70歳以上）
定　　員　150人（先着順）
　　　　　※定員になり次第締切
参 加 費　一般の部・熟年の部 2,000円
　　　　　少年少女の部 1,000円
申込方法　所定の申込書に必要事項
を記入し、参加費を添え、亘理町観
光協会または郵便局にて申し込ん
でください。

申込・問　亘理町観光協会
　　　　（産業観光課内☎34－0513）

平成22年度いきいきスポ－ツ講座
指導者向け講話「年齢に応じたトレ－
ニング・子供の基礎体力作り」参加者募集

日　　時　12月17日（金）19：00～
場　　所　中央公民館　視聴覚室
内　　容　 小学生・中学生を指導して

いる指導者向けの講話
講　　師　仙台大学准教授
　　　　　森本　吉謙 先生
参加対象　町内スポ－ツ指導者
　　　　　町内スポ－ツ愛好者
参 加 料　無料
申込方法　申込書を申込先に提出
※生涯学習課あて申込する場合のみFAX可
申 込 先　生涯学習課 体育振興班
　　　　　佐藤記念体育館
　　　　　荒浜公民館　吉田公民館
　　　　　B＆G体育館
申込締切　12月13日（月）17：00まで
問　生涯学習課 体育振興班
　　　（☎34－0511、℻34－7684）

合同子育て支援事業「クリスマス会」

日　　時　12月21日（火）
　　　　　10：00～11：00（受付9：45）
場　　所　中央公民館
対　　象　町内在住の親子50組（先着順）
参 加 費　お子さん1人　100円
申込期間　12月1日（水）～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センタ－わたり
　　　　（☎32－0720）

「クリスマス会」参加者募集

日　　時　12月16日（木）10：00～11：30
場　　所　逢隈児童館
対　　象　町内在住の未就学児の親子
募集期間　12月1日（木）～6日（月）
申込方法　 直接または電話で申し込

んでください。
申込・問　逢隈児童館（☎34－5053）

サンタがウチにやってくる

クリスマスを思いっきり楽しんでみ
ませんか？サンタがあなたのお宅にプ
レゼントを持っておじゃまします！
対 象 者　母子父子家庭のお子さん
内　　容　子どもさんへのプレゼン
トをお預かりし、12月24日の夜に
サンタがプレゼントの配達を無料
で行います。本会からはケ－キをプ
レゼント‼
配達地域　亘理町内
申込方法　12月1日（水）～17日（金）
まで本会にて申し込み、プレゼント
をお預かりします。

申込・問　亘理町社会福祉協議会（☎34－7551）

家庭教育支援基盤形成事業・年中行事講座
「お餅をついて団子さしをしよう」

小正月行事のひとつ「団子さし」を
行います。団子さしは、〝豊作になるよ
うに〟との願いを込めて、１月14日に
しめ縄や年縄を飾った場所に団子の
木を飾る行事です。
講座では、臼と杵で餅をついて、ミ
ズキに紅白の餅の花を咲かせます。杵
つき餅の試食もできます。ぜひ、ご家
族でご参加ください。
日　時　平成23年１月8日（土）
　　　　10：00～12：00
講　師　荒浜婦人会の皆さん
材料費　一人250円
対　象　小学生とその保護者
定　員　30人　※先着順
　　　　12月８日（水）申込受付開始
申込・問　生涯学習課 文化財班
　　　　（郷土資料館内☎34－8701）

自主回収のお知らせ
ヤマトプロテック社製のエアゾ

－ル式簡易消化具（スプレ－缶タ
イプの消化具）の破裂事故が発生
しており同社では自主回収を行っ
ています。
対象製品
ヤマトボ－イKT
ＦＭボ－イｋ

問　ヤマトプロテック株式会社
　　●土日祝日を除く
　　　9：00～17：00
　　　☎0120－801－084
　　●上記以外
　　　☎072－361－2101
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おしらせ
ひろば

「除雪作業」にご協力をお願いします

大雪になった場合、町では幹線町道
および主要通学路を即日除雪します。
除雪作業はグレ－ダ－などの機械で
行いますので、各家庭への出入りが困
難になることもあります。
なお、除雪作業の妨げになるような
路上駐車や、民地に積もった雪を道路
に捨てることは絶対にしないでくだ
さい。
また、坂道や日陰な
どにより凍結のおそれ
がある場合には、融雪
剤を配布しますので、
行政区長にご連絡くだ
さい。
みなさんのご理解とご協力をお願
いします。
除雪期間　12月1日（水）
　　　　　～平成23年3月31日（木）
問　都市建設課 都市整備班（☎34－0507）

年末の大掃除はお早めに！

今年も残りわずかとなりました。年
末の掃除などで多くのごみ搬出が予
想されます。例年、各清掃センタ－も
個人の持ち込みで非常に混雑します
ので、できるだけ早めにごみ処理をお
願いします。
12月の休日開所日　12月12日（日）
搬入時間　9：00～11：30、13：00～16：00
施設名 搬入できるごみの種類（有料）
亘理清掃
センター

可燃、プラ容器、資源、
缶・ビン、金属・複合、ガ
ラスくず・せともの、有
害・危険、粗大

名取クリーン
センター

岩沼清掃
センター

資源、缶・ビン、金属・複
合、ガラスくず・せとも
の、有害・危険、粗大（布
団・畳を除く）
※ 可燃、資源（ペットボト
ル）、プラ容器は搬入不可

粗大ごみの訪問収集（有料）
訪問収集は混み合いますので、収集
日に余裕を持って依頼してください。
なお搬入手段がない方が優先になり
ますのでご了承ください。
依頼先　亘理清掃公社（☎37－3410）
※ 引越しごみ等、一時多量に出るごみ
は、収集運搬許可業者（平成22年度
亘理町ごみ収集日程カレンダ－内名
簿P16参照）に依頼してください。
問　町民生活課 生活班（☎34－1113）

製造事業所の皆様へ
工業統計調査にご協力ください

平成22年工業統計調査を12月31
日現在で行います。調査の実施に当
たっては、本年12月から来年1月にか
けて調査員がお伺いします。
なお、調査票に記入していただいた
内容については、統計法に基づき秘密
が厳守されますので、正確なご記入を
お願いします。
http：//www.meti.go.jp/statistics/

経済産業省・宮城県・亘理町
問　企画財政課 企画班（☎34－0505）

年末年始｢町の業務｣について

12月29日（水）から1月３日（月）ま
での間、町の業務は休みとなります。
ただし、出生・死亡届などの戸籍に関
する届けは宿直室（入り口は役場庁舎
北側）にて受け付けます。
その他の施設は次のとおり休みます。

［図書館・郷土資料館］
12月29日（水）～1月4日（火）
問　図書館（☎34－8700）
　　郷土資料館（☎34－8701）
［公民館・体育館］
12月29日（水）～1月3日（月）
問　各公民館・体育館
［葬祭場］
1月1日（土）～2日（日）
問　町民生活課 町民班（☎34－1113）
［清掃センタ－］
12月30日（木）午後～１月3日（月）
※ 年末のごみ持ち込みの受け付けは
12月30日（木）の11：30までです。
※ 休業期間のごみは各家庭で保管し
てください。
※ 年末年始はごみ持ち込みで大変混
雑しますので早めに出されるよう
お願いします。
問　亘理清掃センタ－（☎37－4611）
［し尿汲み取り］
12月29日（水）～１月3日（月）
※ 年末の汲み取りの申し込みは12月
28日（火）16：00までです。
※ くみ取りは受付後10日後くらいに
なります。なお、収集日は（協）名亘
清掃事業公社（☎22－6030）に確
認してください。
問　亘理名取共立衛生処理組合
　　（☎22－1717）

生後６ヵ月になる前にＢＣＧ接種を受けよう

6ヵ月未満のお子さんでBCG予防
接種を受けていない方は、早めに受け
てください。（生後6ヵ月を過ぎた場
合、公費負担は受けられませんのでご
注意ください）
対　　象　生後～6ヵ月未満児
　　　　　 （望ましい時期：生後3ヵ

月～6ヵ月未満）
料　　金　無料（対象年齢の場合）
持　　物　予診票（予防接種手帳）
　　　　　母子健康手帳
接種場所　委託医療機関（予防接種手帳参照）
※ BCG、ポリオの予防接種を受けた
後、27日間は他の予防接種を受け
る事ができませんので、間隔と年齢
を確認のうえ接種してください。
問　保健福祉課 健康推進班（☎34－0524）

新型インフルエンザ予防接種

期　　限　平成23年3月31日（木）まで
対 象 者
①64歳以下で亘理町に住所がある方
②65歳以上で亘理町に住所のある方
③ 60歳～64歳で心臓、腎臓、呼吸
器の機能に一定の障害がある方

料　　金
① の方は、各医療機関で設定した料
金となります。
②、③の方は、1,200円。
※ 生活保護受給者、非課税世帯員は無
料になります。事前に申請が必要と
なるため印鑑持参のうえ、保健福祉
課へおこしください。該当する方に
は、接種費用助成資格証明書を交付
します。
接種方法　 実施医療機関に直接予約

をしてください。
実施医療機関
板橋胃腸科肛門科・氏家医院・大友医院・
大友医院ヒロミ小児科・柿沼循環器科・
熊谷内科医院・国分内科医院・佐藤外科内科・
高橋医院・高橋内科乳腺クリニック・
浜吉田駅前内科・三浦クリニック・
三上医院・やべ内科クリニック・
山形外科医院・山本医院・菊地内科医院・
平田外科医院・松村クリニック・宮城病院

※ 保険証、健康手帳（お持ちの方のみ）
を必ず持参してください。
※ 上記以外の医療機関で接種した方
についても助成対象者には助成を
行います。
問　保健福祉課 健康推進班（☎34－0524）

｢前立腺がん検診｣の実施について

先に申し込んでいる方は、12月下旬
に受診票を郵送します。追加申込を希
望する方は、平成23年１月14日（金）ま
で保健福祉課へ申し込んでください。
対 象 者　50～79歳の男性
　　　　　平成23年4月1日現在の年齢
検査内容　血液検査（PSA検査）
個人負担金　1,000円
検 診 日　平成23年1月14日（金）
　　　　　18日（火）、19日（水）
会　　場　佐藤記念体育館
申込・問　保健福祉課 健康推進班
　　　　（☎34－0524）

「乳がん検診」の実施について

先に申し込んでいる方は、12月下旬
に受診票を郵送します。追加申込を希
望する方は、平成23年１月11日（火）ま
で保健福祉課へ申し込んでください。
実 施 日　平成23年1月11日（火）
　　　　　～21日（金）
　　　　　※12日（水）、16日（日）を除く
　　　　　※ 託児あり　11日・14日・

18日・21日　要予約
検診会場　中央公民館
対象年齢 検診内容 個人負担金
30～39歳
の女性

問診、視触診、
超音波検査 1,500円

41～49歳
の奇数年
齢の女性

問診、視触診、超
音波検査、乳房レ
ントゲン（2方向）

3,500円

51～63歳
の奇数年
齢の女性

問診、視触診、
乳房レントゲ
ン（1方向）

3,000円

65歳以上
の奇数年
齢の女性

問診、乳房レ
ントゲン（1方
向）

2,000円

※ 対象年齢は平成23年4月1日現在
申込・問　保健福祉課 健康推進班
　　　　（☎34－0524）

｢子宮がん検診｣の実施について

先に申し込んでいる方は、1月中旬に
受診票を郵送します。追加申込を希望
する方は、平成23年１月25日（火）まで
保健福祉課へ申し込んでください。
対 象 者　20歳以上の偶数年齢の女性
　　　　　平成23年4月1日現在の年齢
検査内容　検診車による子宮頸部がん検診
個人負担金　3,000円
検 診 日　平成23年1月27日（木）
　　　　　28日（金）
　　　　　※託児あり　要予約
会　　場　中央公民館
申込・問　保健福祉課 健康推進班
　　　　（☎34－0524）

平成22年中に家屋を取り壊された方は
届出をお願いします

固定資産税は、毎年1月1日現在の
所有者に課税されます。平成22年中
に家屋を全部または、一部を取り壊し
た場合で、登記されている家屋を取り
壊した方は法務局で滅失登記を行っ
てください。また、登記されていない
家屋を取り壊した方は、税務課で家屋
滅失届の手続きをしてください。
問　税務課 課税班（☎34－1112）

所得税の青色決算説明会のお知らせ

青色申告の方（営業所得者）を対象
とした青色申告決算説明会を開催し
ます。また、消費税の説明も行います
ので、青色申告以外の消費税課税事業
者の方も参加できます。
※ 本年（平成22年分）から決算書につ
いては、確定申告書に同封されます。
場所・日時
●太白区役所5階大ホ－ル
12月9日（木）14：00～16：00
12月10日（金）10：00～12：00

●岩沼市民会館中ホ－ル
12月13日（月）14：00～16：00

●亘理町悠里館３階視聴覚ホ－ル
12月14日（火）14：00～16：00

※ 駐車場が混み合いますので、なるべ
く公共の交通機関をご利用ください。
問　仙台南税務署（☎022－306－8001）

税務署からのお知らせ

相続または贈与税等に係る生命保険
契約や損害保険契約等に基づく年金
の税務上の取扱いの変更について
相続、贈与等により取得した生命保

険契約や損害保険契約等に係る年金
の所得税の取り扱いを改めることと
しました。
この取り扱いの変更により、所得税
の還付を受けることができる場合が
あります。詳しくは国税庁ホ－ムペ－
ジ【http://www.nta.go.jp】をご覧い
ただくか、最寄の税務署に問い合わせ
ください。
問　仙台南税務署（☎022－306－8001）

暮らし
町長と語る日

日時　12月7日（火）、27日（月）
　　　8：30～12：00
場所　役場２階 町長室
問　総務課 総務班（☎34－1111）

「下水道事業受益者負担金」の
納め忘れはありませんか

第3期分の納期限は平成23年1月4日
（火）です。忘れずに納付してください。
問　上下水道課（☎34－0515）

宮城県最低賃金について

宮城県内の事業場で働くすべての
労働者に適用される宮城県最低賃金
は、下記の金額に改正されました。

時間額　674円
効力発生年月日　平成22年10月24日
問　宮城労働局労働基準部賃金室
　　（☎022－299－8841）

12月は納税強調月間です

町税の納め忘れはありませんか？
町では、未納のお宅を訪問します。

もう一度 ｢納税通知書兼納付書｣を確
認してください。
また、町税を納期限までに納めるこ

とが困難な場合の納税計画の相談を
随時行っています。
問　税務課 納税班（☎34－1112）

インタ－ネット公売実施中

町では、町税未納者（滞納者）に対し
て行ってきた預貯金や債権、不動産の
差押えのほか、家宅捜索を実施し動産
について差押え、インタ－ネット公売
を利用して公売処分を行っています。
詳しくは亘理町ホ－ムペ－ジ（http：
//www.town.watari.miyagi.jp）を
ご覧ください。
～公平・公正な税確保のために～

問　税務課 納税班（☎34－1112）

わたり温泉鳥の海営業時間変更のお知らせ
12月21日（火）の営業時間は、館内設備点検のため次のとおりとなります。
レストラン：13：00～　入浴：15：00～ 問　わたり温泉鳥の海（☎35－2744） 30広報わたり　2010.1231 広報わたり　2010.12
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角田ひまわり基金
法律事務所

一般法律相談　相談料　30分  5,250円
（以降15分ごとに2,625円）

借金（多重債務）問題は相談料無料
◎毎月の返済額、借金の額が減る可能性があります。
◎完済した方も、払いすぎた分を取り戻せる可能性が
　あります。

角田市角田字中島下148番地６  オオトシビル１階
電話  0224－87－6315

仙台弁護士会所属　弁護士　熊　坂　敏　彦

相談は予約制ですので、電話にて
ご予約のうえ、ご来所ください。

わたり発　いちごだワ・イン

仙台いちごの特産地・亘理町だからできたワイン
　広がるいちごの甘い香りとフルーティーな風味をお楽しみください

夢みる乙女
お求めは、亘理町小売酒販協議会・銘酒会加盟店で。
アルコール分５％ 360㎖／   595円（税込）
   720㎖／ 1,080円［箱付き1,100円］（税込）

お酒は20歳になってから。お酒は楽しくほどほどに。飲酒運転は絶対にやめましょう。

選りすぐりの亘理産いちごから
かわいいワインができました。
選りすぐりの亘理産いちごから
かわいいワインができました。

12月１日 解禁12月１日 解禁
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「エコチル調査」来春スタート!「「妊婦さん
対象

亘理町も応援しています!!
ⒸFUJITV KIDS

お問い合わせ先 応援しています 　　


